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児玉工業団地が所在する児玉郡市は、関越自動車道に代表される交通網の整備等に

伴い、近年、都市化が急速に進行しております。こうしたなか、児玉工業団地は、埼

玉県長期構想及び児玉郡市町村圏計画によって、県北地域開発の拠点として計画され

た、総面積 110万m2に及ぶ広大な工業用地であります。

この工業団地造成に先立って、用地内に含まれる埋蔵文化財の取り扱いについて関

係諸機関と慎重に協議を重ねた結果、やむを得ず発掘調査を実施し、記録保存の措置

を講ずることになりました。

発掘調査は、埼玉県企業局の委託を受け、昭和54年度に埼玉県教育委員会が、昭和

55年度以降は財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が継続して実施いたしました。

本報告書は、児玉工業団地と関越自動車道本庄・児玉インターチェンジを結ぶ、延

長約 3.3kmの取付道路路線内にかかる埋蔵文化財の調査結果をまとめたものであり

ます。

本書が学術研究、教育、さらに埋蔵文化財の普及・啓蒙を図る資料として、広く活

用されることを念願いたしております。

末尾ながら、発掘調査から報告書刊行に至るまで、多大な御支援、御協力を賜わり

ました埼玉県企業局、本庄市教育委員会、上里町教育委員会、児玉町教育委員会、神

川村教育委員会ならびに地元関係者各位に対しまして、深く感謝の意を表します。

昭和 60年 3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長長井五郎
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例 口

1. 本書は児玉工業団地建設にかかる発掘調査のうち、取付道路関係の遣跡（立野南・八幡太神

南・熊野太神南・今井遺跡群・一丁田・梅沢・川越田遺跡）の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は埼玉県企業局の委託により、埼玉県教育委員会が昭和54年度に着手した。翌昭和55

年度からは財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が受託し、昭和58年度まで引き続き実施した。

整理・報告書作成も当事業団が昭和59年度に実施した。調査の組織は2~4ページに示した。

3. 出土品の整理および図の作成は富田和夫、赤熊浩ーが担当し、酒井和子、市川淳子の補助を受

け、近江かおる、平田重之の協力を得た。

4. 発掘調査における写真は調査行程表で示した担当者が、遣物写真は富田、赤熊が撮影した。

5. 本書の執筆は富田和夫、赤熊浩一、市川淳子があたった。分担は次のとおりである。

富田 I、m、N、V、VI-1~ 5、VllI、lX、X、XII
赤熊 1I、VI-6、河、 VllI、lX、X、XII

市川 VI-7、8

6. 本書における凡例

0 縮尺は原則として次の通りである。遣構ー住居跡•井戸跡ツ60、土城ツ80 、 カマト・ 1ん。、溝．

ビットは不統一である。遺物実測図一土器・石器・瓦 1ん、須恵大甕 1ん、鉄器・石製品は［。

0土器観察表の胎土はA赤色粒、 B角閃石、 C軟らかい白色粒、 D石英、 E長石、 F金雲母、 G

白色針状物質、焼成の数字は 4段階分類で 1良好、 2普通、 3やや不良、 4不良である。法景

の（）内の数値は推定値であり、単位はcmである。

0土器実測図における断面に付す「一」は土師器の場合横ナデ範囲であり、須恵器外面の場合箆

削りの範囲を示す。箆削り及びハヶ目は実線で、後横ナデが施される場合は破線で表現した。

↑は箆削りの方向を示した。

0遺物出土分布状態において原則として土師器、 Oは供膳具・ロは煮沸具・△は貯蔵具・須恵

器・●は供膳具・ ■は煮沸具・▲は貯蔵具•その他、▼は鉄滓・女は砂岩・紡錘車 ・ ▽は硬質

土師。川越田・梅沢遺跡は全て●で示した。

0遺物出土分布図中の番号はすべて土器実測挿図中の番号に対応させ、接合関係を線で結んだ。

0土層図、エレベーション図のレベル数値はすべて標高を示す。（単位m)

7. 出土土器・粘土の胎土分析は第四紀地質研究所の井上巖氏に委託した。

8. 本書の編集は埼玉県埋蔵文化財調査事業団、調査研究部第五課職員があたり、調査研究部長中

島利治、同副部長小川良祐が監修を行った。

9. 本書の作成にあたり、下記の方々より御教示、御協力を賜った。（敬称略）

長谷川勇外尾常人丸山修鈴木徳雄恋河内昭彦岡本幸男 田村誠篠崎潔高木義和

大江正行利根川章彦谷井彪
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図版7 八幡太神南B掘立2 • 3 図版14 今井G掘立1~3全景、粘土採掘濃3



図版15 今井Fl号住居跡 図版46 立野南2号住居跡出土遺物その 2

図版16 今井F2 • 3号住居跡 図版47 八幡太神南Al号住居跡出土遺物そ

図版17 今井F6号住居跡・カマド の1

図版18 今井F土漿 6、1号住居跡 図版48 八幡太神南Al号住居跡出土遺物そ

図版19 今井D4号住居跡 の2

図版20 今井D5 • 6 • 7号住居跡 図版49 八幡太神南Al号住居跡出土遺物そ

図版21 今井D7号住居跡カマド、 9号住居 の3、熊野太神南A大溝出土遺物

跡 図版50 今井G2号住居跡出土遺物

図版22 今井D掘立 1、土渡 3 図版51 今井G4・5号住居跡出土遺物

図版23 今井C全景、 1 • 3号住居跡 図版52 今井F1 • 2 • 3 • 6号住居跡出土

図版24 今井C4号住居跡・カマド 遺物

図版25 今井C6号住居跡、井戸 図版53 今井F6・D4・7・C1・4号住

図版26 今井Bl・2号住居跡 居跡出土遺物

図版27 北廓 2 • 3 • 4号住居跡 図版54 今井C5 • 6 ・井戸 1 • B 1 • 2 • 

図版28 北廓 4号住居跡カマド、 5号住居跡 3 • 4号住居跡出土遺物

図版29 北廓 6号住居跡 図版55 北廓4・6号住居跡、一丁田A区溝2、

図版30 北廓掘立1、溝11 川越田 1号住居跡出土遺物その 1

図版31 一丁田A区溝2、B区溝 1 図版56 川越田 1号住居跡出土遺物その 2

図版32 一丁田B区溝2、C区全景 図版57 川越田 1号住居跡出土遺物その 3

図版33 川越田 1号住居跡（1)・(2) 図版58 川越田 3• 6 • 7 • 10 • 13号住居跡

図版34 川越田 1号住居跡貯蔵穴 出土遺物

川越田 1号住居跡（3) 図版59 川越田13• 14 • 21 • 24号住居跡出土

図版35 川越田 3号住居跡・カマド 遺物

図版36 川越田 4 • 5号住居跡 図版60 川越田24• 25号住居跡出土遺物

図版37 川越田 6 • 8号住居跡 図版61 川越田25号住居跡、溝 7 • 11出土遺

図版38 川越田10• 11号住居跡 物

図版39 川越田12• 14号住居跡 図版62 川越田溝11、井戸 1、土凛39、梅沢

図版40 川越田23• 25号住居跡 3号住居跡出土遺物

図版41 川越田溝 7 • 11 図版63 梅沢 3• 4 • 5号住居跡出土遺物

図版42 川越田溝16、井戸 1 図版64 梅沢 5号住居跡、 N-35G、0-37

図版43 梅沢A区全景、 B区3号住居跡 G、A区出土遺物

図版44 梅沢B区4 • 5号住居跡 図版65 土器（部分） 暗文・墨喜土器

図版45 立野南 2号住居跡出土遺物その 1 図版66 鉄器、青銅製品、石製品



I 調査の概要

1. 発掘調査に至るまでの経過

埼玉県では、良好な生活環境と職場を確保するため県土に合った土地利用計画を策定し、その計

画に沿って各種の施策を進めている。県企業局では工場誘致と適切な工場配置を行うため、児玉地

区においては児玉工業団地が計画された。県教育局文化財保護課ではこのような開発事業に対応す

るため開発関係部局と事前協議を実施し、文化財保護について遺漏がないよう調整を進めてきた。

昭和49年、県企業局宅地造成課長から「児玉工業団地造成事業地内における埋蔵文化財の所在と

その取扱いについて」文化財保護課長あて照会がなされた。文化財保護課では、本庄市、上里町、

神川村教育委員会の協力を得て現地調査を実施し宅地造成課長あて大旨下記のとおり回答した。

1、事業地内には縄文時代、奈良～平安時代の集落跡3遺跡が所在すること。

2、これら埋蔵文化財包蔵地の取扱いは、できるだけ現状保存することが望ましいこと。

3、計画上やむを得ず現状変更する場合は文化財保護法第57条の 3の規定に従って、事前に記録

保存の発掘調査を実施すること。

これを受け宅地造成課では事業計画の具体化を進めつつ、文化財の取扱いについて検討を重ね

た。

昭和53年、事業実施計画が決定し最初に取付道路の建設から始まることになった。昭和53年2月

9日付け企局開第1292号を以って宅地造成課長から「児玉工業団地取付道路地内における文化財の

包蔵の有無について」文化財保護課長あて照会がなされた。文化財保護課-cしま取付道路内におい

て、現地調査を実施したところ、上里町内に古墳時代集落跡3遺跡、本庄市内に古墳時代集落、奈

良～平安時代条里跡 2遺跡の所在が確認された。また、工業団地内の遣跡については、範囲等を明

確に把握するために、昭和53年9月に試掘調査を実施した。その結果、 No.1遺跡、 No.2遺跡につい

ては、おおよその範囲が把握され、 No.3遺跡については遺構が存在しないことが確認された。

文化財保護課では、現地調査及び試掘調査結果を検討し、 「児玉工業団地造成事業地内及び取付

道路地内における埋蔵文化財の所在について」宅地造成課長あて、昭和53年10月5日付け教文第754

号・教文第1538号を以って下記の通り通知した。

1、団地内には 1号（古井戸遺跡） 2号（将監塚遺跡）が所在すること。

2、取付道路地内には、上里 1号（立野南遺跡）上里 2号（八幡太神南遺跡）上里3号（熊野太

神南遣跡）本庄 1号（北郭遺跡、今井遺跡群B~G)本庄 2号（川越田遺跡、一丁田遺跡、梅沢遺

跡）が所在すること。

その後、取扱いについて文化財保護課と宅地造成課において協議を重ねたが、計画変更は不可能

となったため、やむを得ず記録保存の発掘調査を実施することとなった。その実施について文化財

保護課と宅地造成課とで協議した結果、取付道路の上里町内から調査を実施することが決定した。

法的手続きを済ませた後、昭和54年9月から発掘調査は開始された。 （宮崎朝雄）
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発掘調査の組織

1. 発掘 （昭和54年度）

主体者 埼玉県教育委員会 教 云目 長 石田正利

事務局 埼玉県教育局文化財保護課 課 長 杉 山 泰之

課長補佐（兼）庶務
奥泉 信

係長

課 長 補 佐 木戸 恵

持田 まり子

庶務経理 埼玉県教育局文化財保護課 庶 務 係 畔 上 敦志

太田和夫

千村 修平

企画調整 埼玉県教育局文化財保護課 文化財第二 係長 栗原文蔵

柿沼幹夫

駒宮史朗

井上尚明

発 掘 埼玉県教育局文化財保護課 文化財第三係長 横 川好 富

大和 修

宮 昌之

2. 発掘（昭和55年度）

主体者 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 理 事 長 関根秋夫

副 理 事 長 本郷春治

常 務 理 事 渡辺澄夫

庶務経理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 管 理 部 長 伊藤悦光

関野栄

本庄朗人

発 掘 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団調査研究部長 横川好富

調査研究第二課長 小久保 徹

今井 宏

曽根原裕明

3. 発掘（昭和56年度）

主体者 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 理 事 長 長井五郎

（前）関根秋夫

副 理 事 長 沼尻和也

（前）本郷春治

常 務 理 事 渡辺澄夫
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庶務経理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 管 理 部 長 伊藤悦光

関野栄

福田 浩

本庄朗人

発 掘 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団調査研究部長 横川好富

調査研究第二課長 小久保 徹

今井 宏

曽根原裕明

富田和夫

小 暮広史

西 ロ正純

高橋好信

山本 禎

4. 発掘（昭和57年度）

主体者 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 理 事 長 長井五郎

副 理 事 長 岩上 進

（前）沼尻和也

P吊と 務 理 事 渡辺澄夫

庶務経理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 管 理 部 長 佐野長―

関野栄

江田和美

福田啓子

福田 浩

本庄朗人

発 掘 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団調査研究部長 横川好富

調査研究第二課長 小久保 徹

今井 宏

井上尚明

曽根原裕明

富田和夫

小暮広史

高橋好信

岩瀬 譲

赤熊浩

5. 発掘及び整理（昭和58年度）

主体者 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 理 事 長 長井五郎

- 3 -



副 理 事 長 岩上 進

常 務 理 事 石川正美

庶務経理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 管 理 部 長 佐野長―

関野栄

江田和美

福田啓子

福田 浩

本庄朗人

発掘・整理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団調査研究部長 横川好富

調査研究副部長（兼）小川良祐
調査研究第五課長

調査研究第二課長 小久保 徹

井上尚明

富田和夫

高橋好信

石塚和則

岩瀬 譲

赤熊浩

書上元博

6. 整理（昭和59年度）

主体者 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 理 事 長 長井五郎

副 理 事 長 岩上 進

常 務 理 事 石川正美

庶務経理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 管 理 部 長 小宮秀男

関野栄

江田和美

岡野美智子

福田 浩

本庄朗人

整 理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団調査研究部長 中島利治

調査研究副部長（兼）小川良祐
調査研究第五課長

富田和夫

赤熊浩

7. 協力者

本庄市教育委員会、上里町教育委員会、児玉町教育委員会、神川村教育委員会、地元区長

及び地元住民。
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2. 調査の経過

児玉工業団地取付道路用地内に所在する遺跡群の発掘調査は、昭和54年11月、県文化財保護課に

よる立野南遺跡の調査を嘴矢とする。翌昭和55年からは、埼玉県埋蔵文化財調査事業団がこれを引

き継ぎ、昭和58年11月までの 5ケ年に亘って断続的に実施された。

調査対象遺跡には、本庄市、上里町、児玉町の 1市2町に跨がる 7遺跡が含まれ、また調査期間

も多年に亘るため、遺跡毎の細かい調査経過は省略し、年度を追ってその経過概要を記載する。

昭和54年度 11月下旬、事務所の設営等の準備とともに調査対象地の表土剣ぎを行う。本年度調

査予定の 3遣跡は、取付道路上里1号～ 3号遺跡と呼称し、それぞれ立野南・八幡太神南A地点・

熊野太神南遺跡に対応する。

12月、立野南遺跡から調査開始。出土遺物の多い 2号住居跡や井戸跡の調査は期間を要し、全景

写真撮影の終了は 2月中旬となった。引き続き、八幡太神南遺跡A地点の調査に移る。 1号住居跡

の精査に取りかかるが、膨大な量の土器の出土で調査は手間どる。一段落すると大溝跡の発掘を開

始。土量が多いため、多くの労力を要した。 3月にはいると、 1号住居跡の遺物分布図作成と併行

して熊野太神南遺跡の調査に着手。幅10mを越える大溝跡を検出。砂礫が多く調査は難航するが、

急ビッチで掘り進める。中旬より他の遺構の掘り下げに移る。八幡太神南、熊野太神南両遺跡の測

皇と写真撮影を経て、 3月末日までに全ての調査を終えた。

昭和55年度 女堀条里遺跡の一角に含まれる一丁田遺跡の調査を実施する。水田地帯にあるた

め、水位の低下する12月より調査を開始。 B区、 A区、 C区の順にトレンチをあける。条里水田の

確認に努めたが、土層観察からは畦畔等の遺構面は明瞭に把えられない。 B区では溝2条を検出

し、 2月上旬より掘り下げを行なう。その間A区の調査を実施し、溝2条を確認。 3月上旬までに

A区、 B区を終了した。続いてC区の調査に移る。 C区では遺構の検出はなく、土層図の作成、写

真撮影を実旋し、 3月27日全ての作業を終了 した。

昭和56年度 4月～ 5月、 川越田遺跡の表土除去（重機による）と遺構確認を行う。女堀川を挟

んだ一丁田遺跡とは様相が異なり、多数の住居跡群を確認。水位が高いため、本調査は年度後半に

行うことを決めて埋め戻す。 7月、用地買収問題が解決した八幡太神南遺跡の残された部分（八幡

太神南遺跡B地点）の調査にはいる。遺構確認後西側から順に遺構の掘り下げを始める。 8月には

いると掘り下げの終了した遺構の測量を併行して行い、 12日の全景撮影を以て調査を終了した。

11月より川越田遺跡の調査を開始。住居跡は重複が激しく、プランの把握は容易ではない。出土

遺物も多く慎重に掘り進める。 1月、梅沢遺跡の調査も併行して開始。黒色土中に土器とカマドが

点在する状況で、しかも湧水が激しく遺構確認は困難を極めた。土層観察ベルトを残しつつ掘り下

げるが遺構把握は難しい。 3月、主力を梅沢遺跡に移し、月内に調査終了。 川越田は翌年に継続。

昭和57年度 4月、 川越田遺跡の調査を続行。 24• 25号住等で五領期の叩き目土器を検出。また

1号住から多量の土器が出土し、調査は難航するが、水田に水を引く直前の 5月末日調査終了。

引き続き用地買収の解決した立野南遺跡の二次調査にはいるが、遣構が少なく 6月中旬に終了。
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11月下旬、今井遺跡群A地点の調査開始。北廓遺跡と呼称する。道路敷内も調査するため、交通

確保の必要上、片側ずつ 3工程に分割して実施。自動車の往来も多く、作業の安全にも留意して調

査を進め、 2月上旬までに住居跡 6軒と14条の溝跡を検出し、調査を終える。

昭和58年度 4月、本年度調査される今井遺跡群B~G地点も道路敷下を調査対象に含めたた

め道路工事と併行して実施せざるを得ず、本庄市役所建設課と工事を受注した上野組を交え、期

間、方法等を協議。道路の通行確保のため、道路片側ずつ調査することに決定。 5月、 B地点より

発掘開始。調査区の幅が狭いうえ、 ガス管及び水道管が埋設されているため、検出遺構の多くは寸

断され、遺存状態はよくない。土壌群、溝等を検出し23日終了。一部併行してC地点の道路北側部

分の調査にはいる。 1号住は攪乱が激しく潰滅状態。 6月1日終了。工事のため一時中断し 6月20

日より E、F、G、Dの各地点を 2~3箇所同時に調査を進める。 F地点 1• 2号住はほぽ完掘で

き、遺存状態は良好。 7月26日終了。相前後してB地点の南側部分の調査に着手。大雨による冠水

のため、やや遅れ 8月25日終了。工事のため一時中断し、 9月12日再開。 G地点南側より開始。 2

号、 5号住から多量の遺物を検出。引き続き10月上旬より C、D、F地点を同時に調査。作業員を

適宜集合、分散させて対応する。 11月、最後に残ったD~F地点の一部の調査を進め、 17日全て終

了。

第1表 取付道路関係遺跡調査工程表
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II 遺跡の立地 と環境

ここに報告する立野南・ 八幡太神南・熊野太神南は児玉郡上里町大字嘉美地区、今井遺跡群・一

丁田遺跡は本庄市大字今井・大字一丁田地区、 川越田・梅沢追跡は児玉郡大字高関地区に所在し、

埼玉県を南北に縦断する関越自動車道の本庄・ 児玉インターチ ェンジに近接する位置である。

これら 7遺跡が位置する児玉地方の地形を概観すると、西方は埼玉県と群馬県との県境をなす神

流川、これが合流する利根川を北方に望み、南方は秩父山地から連なる上武山地、そこから張り 出

すように児玉丘陵・松久丘陵が伸び、 北東部には利根川の氾濫原に形成された妻沼底地が広がる。

これらによって囲まれた本庄台地は関東ロ ームをのせた洪積世と沖積世の扇状地からなる神流川

扇状地と、関東ロ ーム層が厚い礫層を被覆しているとされる身馴川扇状地とからなり 、北東方向へ

漸移的な傾斜をもつ。両者は、 山崎山 ・浅見山・生野山と いった第三紀層の独立丘陵を境に隣接す

る。 この台地を開析して流れる中小河川は、金鑽川 ・赤根川水系、身馴川 ・志戸川水系の他、新田

川 ・五明川水系が考えられる。遺跡はこれら河川に沿って列状に分布し、周辺には現在でも水田地

帯が広がりー大穀倉地帯を形成している。弥生から古墳時代の農耕社会の発展はこう した地理的状

況に大きく左右され耕作地・居住区・墓域・共同用益地等が形成されていたであろう。本地域周辺

は古代東国文化の中心であった上毛野国に隣接しており県内では古墳・奈良•平安時代を通して遺

跡が多数形成された地域である。加えて、最近では縄文時代の資料も増加している。神流川扇状地

の洪積地上に位置するが将監塚遺跡・古井戸遺跡から縄文時代中期の集落対峙した状況で検出され

た、若宮台遺跡からも中期の遺物が少量出土し、天神林遺跡では縄文後期の遺物が報告されて い

る。

〔古墳時代の主な遺跡〕

1．川越田遺跡 2.梅沢追跡 3.一丁田遺跡 4.古井戸追跡 5.後張遣跡 6.諏訪遺跡 7.愛宕

遺跡 8.夏目遺跡 9.西富田新田遺跡 10.下田遣跡 11.雷電下遣跡 12.東谷遺跡 13.村後遺跡

14.前畑遺跡 15.樋之口遺跡 16.宮下遺跡 17.上耕地遣跡 18.下道堀遺跡 19.北谷戸遺跡 20,畑

中遺跡 21.北貝戸追跡 22.姻蘇神社前造跡 23.枇杷橋遺跡 24. ミカド遺跡 25,倉林後遺跡 26.西

北原遺跡 27.精神場造跡 28.東猿御堂遣跡 29.高野谷戸遺跡 30.天神林遺跡 31.嚢遺跡 32.若宮

台遺跡 33.原追跡 A.七ッ塚古墳群 B.東富田古墳群 C.塚本山古墳群 D.生野山古墳群 E.下

町古墳群 F.大久保古墳群 G.長沖古墳群 H.高柳古墳群 I.飯倉古墳群 J.秋山古墳群 K.広

木大町古墳群 L.南塚原古墳群 M.植竹古墳群 N.関口古墳群 0.元阿保古墳群 P.四軒在家古墳

群 Q.大御堂古墳群 R.長沖古墳群 s.帯刀古墳群 T.東堤古墳群 u.本郷南古墳群 V.旭 ・小
島古墳群 w.八幡山埴輪窯跡 X.蛭川埴輪窯跡 Y.宥勝寺北裏埴輪窯跡

〔奈良•平安時代の主な追跡〕

1.立野南遺跡 2.八幡太神南遺跡 3.熊野太神南追跡 4.今井遣跡群 5.一丁田遺跡 6.将監塚

・古井戸遺跡 7.後張造跡 8.久城前遥跡 9.諏訪造跡 10,下廓遺跡 11.夏目遺跡 12.下田造跡

13.大久保山］ 逍跡 14.雷電下追跡 15.御林下遺跡 16. 阿知越遺跡 17.宮下遣跡 18.上耕地遺跡

19.下道堀遺跡 20.北谷戸追跡 21.畑中遺跡 23.北貝戸遺跡 23.語庭神社前辿跡 24.枇杷橋遺跡

25.十二天遺跡 26. 中道遺跡 27.精神場遺跡 28.鹿樹原遺跡 27.檜下遺跡 30. 女堀遺跡 31.油免

遺跡 32.本郷東遺跡 33. 田中前遺跡 34.東猿御堂遺跡 35.若宮台追跡 36.高野谷戸逍跡 37.金久

保内出遺跡 38.石神境遺跡 39.五明廃寺遺跡 40.児玉窯跡群
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第1図 周辺の遺跡（古墳時代）
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〔古墳時代〕

古墳時代の遺跡は、神流川扇状地や身馴川扇状地に形成される。両者は対峙し、身馴川扇状地上

に早くから遺跡が形成され農耕集落として定着する様相を示す。

川越田遺跡・梅沢遺跡は、女堀川中流域右岸（金鑽川・赤根川水系）の自然堤防状の微高地に形

成され、後張遺跡の南西に位置する同一集落と考えられる。横刷毛をもつS字状口縁甕や叩き調整

の甕を出土し五領期後半から鬼高 II期の大集落である。東側 1kmの所には同時期の下田遺跡、南

側 1kmの所に五領期後半の雷電下遺跡が所在する。一方左岸の一丁田遺跡からは、五領期・和泉

期に構築された水路跡が検出され後張遣跡からも同時期の水路跡が検出されていることから、五領

期後半には自然堤防上への積極的な進出と、開墾が始まったと考えられる。更に、女堀川中流域左

岸には、沖積扇状地の水田地帯の大規模な開墾によって西側に広がる比高差 5m以下の洪積扇状地

の扇端部に古井戸遺跡、愛宕遺跡、夏目遣跡、西富田新田遺跡、二本松遺跡等の和泉期単一集落が

形成され社会共同体の変化が示唆される。女堀川上流域右岸には、枇杷橋遺跡・倉林後遺跡が五領

期から和泉期にかけて形成される。左岸微高地に鬼高期の大集落ミカド遺跡が形成され、丘陵上で

は和泉期の真鏡寺後遺跡が最近調査された。身馴川扇状地の右岸自然堤防上には、瓶蛙神社前遺

跡、北貝戸遺跡、宮下遺跡、上耕地遺跡等が五領期から和泉期にかけて形成され、最近調査された

村後遺跡からはS字状口縁甕を出土する前方後方形周溝墓が検出され、前方後方形周溝墓は、扇状

地先端に位置する後榛沢遺跡、石蒔B遺跡、志戸川南遺跡において集中的に検出されている。神流

川扇状地では、扇状地形特有の伏流水現象によって湧水地域が見られ扇端部にあたる下野堂遺跡が

五領期から和泉期に形成されている。しかし概して扇状地には鬼高期以後の集落が集中して形成さ

れる。上越新幹線により調査された天神林遺跡、高野谷戸遺跡をはじめ、憂遺跡、若宮台遺跡、東

、猿御堂遺跡、原遺跡等がある。神流川上流域には、精神場遺跡、中道・西北原遺跡がある。

古墳の成立は、これまで怯製の方格規矩鏡を出土した 5世紀前半に構築年代が求められる志戸川

流域の長坂聖天塚古墳とされていたがこれより一段階古い古墳として女堀川中流域の登山古墳が位

置付けられ、女堀川流域に広がる水田地帯を背景としてその系譜を金鑽神社古墳一生野山銚子塚古
（註 1)

墳としてとらえている。又女堀川下流域の前山 2号墳、公卿塚古墳の系譜が、生野山丘陵では、将

軍塚古墳が各々古式の様相をもつ。古墳時代後期になっても前方後円墳を含む古墳群が形成される。

女堀川中流域では生野山古墳群、下流域では、東富田古墳群、塚本山古墳群があり、後者は 170基

を数え、古墳時代末期まで続く群集墳である。身馴川上流域では、高柳・長沖古墳群、秋山古墳群、

広木大町古墳群が形成される。神流川扇状地においても古墳時代後期の集落の形成に伴って、南塚

原古墳群、植竹古墳群、関口古墳群、元阿保古墳群、四軒在家古墳群、大御堂古墳群、長浜古墳群、

帯刀古墳群があり、いずれも 6世紀以降の築造とされ、所謂後期古墳が神流川扇状地に分布する。

本庄台地を中心として児玉地方の古墳時代の遺跡を概観したが、浅見山地域に形成される古式古

墳と相侯って西側は川越田・梅沢・一丁田遺跡が位置する女堀川流域の沖積地帯、東側は身馴川流

域の沖積地帯を控える。集落跡・古墳群の関連性をとらえる一方、こぶヶ谷戸遺跡に代表される祭

祀遺跡、八幡山・蛭川・宥勝寺北裏埴輪窯跡等の生産遣跡との関連性も踏え検討してゆく必要性が

ある。
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第 2 図周辺の追跡（奈良•平安時代）
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〔奈良•平安時代〕

7世紀代に入ると、古墳時代から集落が形成されていた自然堤防上の微高地は、遺跡が減少傾向

を示す。代わって集落は、神流川扇状地の沖積地水田地帯を臨む女堀川左岸の洪積扇状地や丘陵緩

斜面にその占地を移す。この背景には、律令制度に沿った新しい政治機構の存在を示唆させる。

立野南遺跡、八幡太神南遺跡、熊野太神南遺跡、今井遺跡群は、扇央部に形成された真間期初頭

から国分期にわたる遺跡である。特に真間期の遺構からは、非在地的要素を持つ遺物が出土し遺跡

成立の背景を暗示させる。又、八幡太神南遺跡と熊野太神南遺跡から大溝跡が各々検出された。本
（註2)

遺跡の北東 300m の地点に最近調査された往来北遺跡や久城前遺跡、諏訪遺跡からも大溝が検出さ

れた。一方南側では、児玉工業団地造成に先がけ調査された将監塚・古井戸遣跡からは、真間期か

ら国分期の大集落跡に伴い、大溝跡が検出された。このことは、自然の中小河川だけの依存から、

大規模な灌漑用水の開壁や、本遺跡の東側を北流する九郷用水の開緊が問題となる。 九郷用水は、

開翌時期は明らかでないが、神流川から引水し児玉郡を北流する新田川と新里で分水する。これら

の用排水路の整備は、一丁田遣跡の位置する条里水田の拡大や施行時期とも大きな関連性をもつ。
I詫 3)

奈良•平安時代の周辺の集落として扇端部には夏目遺跡・下廓遺跡、扇央部には鹿樹原遺跡や連

続する檜下、女堀遺跡、油免遺跡がある。神流川沿いには、東猿御堂遺跡、若宮台遺跡、高野谷戸

遺跡、金久保内出遺跡があり、丘陵緩斜面に薙薙神社前遺跡、阿知越遺跡、大久保山I遺跡、枇杷

橋遺跡等があり、この時期の集落が多数知られる。また、律令制度の定着により児玉地方において

も従来からの古墳祭祀による支配機構から氏寺的性格をもつ寺院造営が着手される。これは在地勢

力と律令社会の関係性を示唆させる。五明廃寺、また児玉窯跡と供給関係にある城戸野廃寺、鹿樹

原遺跡、馬騎の内廃寺、岡廃寺、西別府廃寺が建立され、その背景には上野国との関連も見のがせ

なし‘o

註 1 古式古墳の年代的位置・系譜は、菅谷浩之 「北武蔵における古式古墳の成立」による。

註2 J::里町教育委員会で最近調査され、外尾常人氏の御教示を得た。

註 3 神川村教育委員会で現在発掘調査が進められており、篠崎潔氏の御教示を得た。
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坂本和俊ほか（1976) 「大御堂檜下・女堀遣跡発堀調査報告」埼玉県追跡調査会報告第28集

宮崎朝雄ほか（1978) 「中堀・耕安地・久城前」埼玉県追跡発掘調査報告書第15集
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鈴木徳雄ほか（1933) 「阿知越遺跡 I」児玉町文化財調査報告書第 3集

昼間孝志ほか（1983) 「天神林・高野谷戸」埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第22集

細田勝ほか (1984) 「向田・権現塚・村後」埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第38集

菅谷浩之（1984) 「北武蔵における古式古墳の成立」児玉町史編纂委員会

鈴木徳雄ほか（1984) 「阿知越追跡 Il」児玉町文化財調査報告書第4集
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立野南

m 立野南遺跡の調査

1. 遺跡の概観

立野南遺跡ぱ児玉郡上里町嘉美1533-1他に所在する。標高は約75mを測り、神流川扇状地の扇

央部に相当する平坦な洪積台地上に立地する。 工業団地内の将監塚遺跡からは直線距離にして約

700m程北方に位置する。

発掘調査は用地買収の関係で昭和54年度（主体者県文化財保護課）と昭和57年度の二度に亘って

実施された。

調査方法としては、約40~70cmの厚さで堆積する表土をロ ーム面まで重機で除去した後、 lOX4 

mのグリッドを狭長な調査区に平行して設定するというグリッド方式を採った（全測図には第lX系

の国家座標の数値を示してある）。なお、方位は全て座標北を示す。

調査により検出された遺跡には、堅穴住居跡2軒、井戸跡1基、掘立柱建物跡2棟、土壌2基、

溝跡1条があり、いずれもロ ーム層を掘り込んで構築されていた。

遺構は調査区中央附近から北西側にかけて分布し、南西部には認められない。また各遺構の分布

傾向は散在的で、遺構相互の重複もない。

2軒の住居跡は調査区中央部で約9m離れて位置し、主軸方位も近似した値を示す。特に2号住

居跡はカマドを2基もち、一辺7mを越える大型の住居跡である。 出土遺物も豊富で土師器杯・

甕、須恵器坪、蓋等、奈良時代初頭頃の良好な資料が検出された。

井戸跡は2号住居跡より北西約30mの位置にあり、出土遺物から 2軒の住居跡とほぼ同時期に比

定される。

掘立柱建物跡は調査区西側より 2棟検出されたが、両者共調査区域外にかかるため正確な規模ぱ

不明である。住居跡と同一時期とも考えられるが出土遺物が少ないため即断できない。その他土

城、溝跡がある。いづれも時期不詳である。

2. 遺構と出土遺物

1号住居跡（第5図）

14B、14C区を中心に位置する。 6.52 x5. 05mの規模をもち形態は長方形を呈する。床面の深さ

は10~15cm程であるが、住居廃棄後に穿たれた深さ50cm弱の皿状の落ち込みにより、その大半は

失われていることが土層説察から確認された。主軸方位はN-69°―Eを測る。

カマドは東壁南寄りに設けられ、壁外に約50cm張り出す。形態は半円形を呈し、舟底状の底面

をなす。ピットは11個検出されたが、住居に伴う柱穴であるか否かは不明確である。

遣物は覆土上位から出土するものが殆どで、士師器杯、皿、高胚（？）須恵器杯等が出土した。

- 12 -
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立野南

ー

8̀
 

-A'. 

cnl 

旱 80m A’ 

゜
2m 

m| 
樅笏笏参笏 1患褐色土

2．黒褐色土

3．昭褐色土 ローム粒多

4．黒褐色土 ローム粒含

5．黒褐色土

E 

冒
6褐色土 ローム粒多

> 7．暗褐色土
叫 8．暗褐色土 ローム粒多

9．掲色土 粘質
.A丑．70m 一土'. 1.褐色土 焼土粒子、プロック 10．褐色土 ローム粒多

言
多く含む。 11．褐色土 粘質、ローム含

2.褐色士焼土粒子、少凪含む。 12．黄褐色土 ローム
3.暗褐色土

13．暗褐色土 ローム粒含

゜
1m 14．褐色土 白色火山灰含

第 5図 1号住居跡・カマド
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立野，月

`~1 

こ 2

ミニJ3 

1号住居跡出土遺物 （第6図）

ぃ種番号 胎I 大きさ (cm)I 
ロ径 I底径 1器高

1土師坪 1 10. 5 3. 7 BC 

坪 2 11. 8 3. 5 BCF 

坪 3 (12. 8) (3. 2) BCF 

皿 4 15. 4 3. 8 BCDF 

皿 5 15. 2 3. 5 ABC 

須恵坪 6 (14. 5) 10. 4 3. 7 DE 

土師 7 (9. 6) ACE 

高 坪

2号住居跡（第7~10図）

こニロニ？4 

` 5 ここ口~6 0 10cm 
l - - I 

第6図 1号住居跡出土辿物

土 1色焼 調成 手 法 の 特 徴 出土位匠・残存率

橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 N~ 9。3ん。磨滅が著しい。

2 は未調整。

茶褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 N..97。ほぽ完。

2 は未調整。

茶褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~68。 l/3o

2 

茶褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~98。ほぽ完。

2 

褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 No.69。出。

2 は未調竪。

灰色 ロ縁～体部ロクロナデ。底部外面回転 N~91 。 Iん。ロクロ右回り。

1 箆削り、内面ロクロナデ。

橙褐色 脚部外面ロクロナデ後、箆服き。脚内 床面。脚部3ん。器表平滑。

1 面上方ヘラナデ後、全体をロクロナデ。 ロクロ使用と思われる。

13C区を中心に位置する。規模は7.82x7.40m、床面までの深さ約50cmを測る大型の住居跡

で、ほぽ正方形の平面プランを呈する。主軸方位はN-64°-Eを示す。

床面の状況はやや軟弱で、ロ ーム、焼土混りの粘質土を貼っている。掘り方は凹凸が激しく、土

吸状の落ち込みがみられる。住居中央に存在する土猥は所謂床下土城とも考えられよう。

カマドは 2基付設されていた。北壁に設けられたカマドは壁内側の施設は残存しないのに対し、

東壁のそれは、袖部も残されていた。これは前者→後者というカマドの付け替えによる現象と考え

られる。なお、北カマドには石製支脚が残存していた。主柱穴は住居跡対角線上に 4本規則的に配

置される。貯蔵穴は 2基のカマドに対応し、右側コーナー付近にそれぞれ設置されていた。

遺物は覆土上層から床面まで多呈に検出され、器種も豊富である。特に土師器坪類や須恵器杯、

かえりをもつ蓋等とともに螺旋暗文を施す杯、 ロクロ使用の土師器蓋のような類例の少ない土器も

出土しており、注目に値しよう。
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立野南

＼ 
．
 

、8

à 

口＇
A_ 

-A'. 

8 ． 

叫

1，黙褐色土、炭化粒、焼土粒多 14．黒掲色土 27．黒褐色土

・年 98m

9．暗褐色土、焼土多 22．暗褐色土、ローム、プロック少

10欲掲色土、貼床、ロームプロック含 23．煎掲色土、ローム、プロック多

11．昭掲色土、ローム粒、焼土粒含 24．褐色土、ローム粒多

゜

2. II )5．暗福色土、ローム、焼土含 28．前掲色土、ローム多

3．褐色土、ローム粒、焼土粒少屈含 16．煎褐色土、ローム、プロック主体 29．黄褐色土、ローム多

--A'. 4．明褐色士、ローム少蘭含 ］7．黄椙色土、 30．黒褐色土、ローム少

5．掲色土 ］8./.1]掲色土、ローム、焼土含 31．淡褐色土、ローム主体、暗褐色土混在

6.11音掲色土、ローム粒、焼土粒少益含 19．暗掲色土、しまり弱い

7謁色土、 II 20．暗掲色土、ローム少益含

8. Iり1褐色土、

12．暗掲色土

2m 13..'H掲色土、ローム、焼土粒含

32．掲色土、ローム粒多

33．暗褐色土

21．暗椙色土、ローム、プロック多 34．暗掲色土、ロームプロック多、焼土少

35．黙褐色土、ロームプロック含

36賠椙色土、ロームプロック多、焼土粒少

37．黒掲色土、暗掲色土、ローム混在

25秘色土、ローム、プロ ック含 38．暗掲色土、ロームプロック少

26．暗褐色土、

第7図 2号住居跡
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立野南

ー
面
—

吋

゜
1m 

J 
1．褐色土

2．暗褐色土

3．褐色土

4．褐色土

5．褐色土

6．掲色土

7．暗褐色土

8．褐色土

9．褐色土

10．明褐色土

11.焼:1•. 

焼土少絨含む

焼土やや多く含む

焼土多く含む

焼土少屈含む

焼土やや多く含む

焼土含む

焼土多餓に含む

焼土少屈含む

粘質土

第 9図 2号住居跡カマ ド（古）

2号住居跡出土遺物（第11~16図）

大きさ (cm)

士 ＼焼色 調成 出土位置 ・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 1底径 1器高

土師坪 1 12, 6 3.0 BEF 赤褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 d区覆土。 3ん。

1 は未調整。体部内面に放射状暗文。

坪 2 12. 2 3. 2 BEF 赤褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り 、上位 N~228, 231。ほぽ完。

1 は末調整。体部内面に放射状暗文。

坪 3 12. 4 3. 7 BEF 赤褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆判り。体部 N.323。8ハ。

2 内面に放射状暗文。 内面に磨滅有り。

坪 4 (14. 6) 11. 5 4. 3 ABCDEF 茶褐色 体部内外面、底部内面は横方向の箆磨 貼床下N~ 9。 3ん。 口縁部

2 き。器面は平滑。底部内面は箆削り。 1/so底部内面剣落

坪 5 (ll. 6) 3. 5 ABCDE 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。 a区覆土。 1ん。

2 

坪 6 11. 6 3. 3 B（少） 3mm大 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 上位 N.547。1ん。 内面を中心に

小石（少）AC 4 は未調整。麿滅が著しい。 斑点状に剥落有り。

坪 7 (11. 4) (3. 8) F （多）B 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 覆土。 lん。

2 は未調整。

- 22 -



立野南

y ． 

こ
875.00m ⇒.9 

<!1 

E
O
↑tT
4
.
 

゜
1m 

1．掲色土 焼焼土少益含 8'. II 焼土、炭化粒多

2．暗掲色土 II 9．贄褐色土粘質

3．掲色士 II 10．暗褐色士焼土多

4．黒掲色土 11. II 焼土、粘土混在

5．暗褐色土 12．焼土

6．黒褐色土暗褐色土混る、 •13 ． 黒褐色土焼土、粘土混在

焼土多 14．暗褐色土 II 

7．明褐色土貼床 15. II 焼土少蘭含

8．掲色土 焼土多

第10図 2号住居跡カマド（新）

大きさ (cm) 色調
器種番号 胎 土 手法の特徴 出土位置・残存率

口径 1底径 l器高 焼成

縁部横ナデ。外面体部上位はナデ又

BF I 2 は未調整。 下位は箆削り。

坪 I 9|(12.4)1 | (3.1)|ABC F 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 覆土。 2ん。

3 

坪 I 10 I 13. 0 I I 3. 1 IA B （多） CF褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 Nn629。ほぽ完。

2 

坪 I 11 I 12. 0 I 1 3. 7 I A B F I褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位覆土。ほぽ完。

2 

坪 |12111. 4 I I 3. 2 IB CF • 2~ 5 褐色

mm大小石 2 

坪 |13111, 3 3.8 B （多） CF 褐色

2 

坪 I14 101. 5) (3. 7) BCDE 橙褐色

2 

坪 I15 103. o) (4. 0) B （多） ACD橙褐色

EF 

は未調漿。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 IN~l 84。ほぽ完。

は未調整。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 IN,340。3ん。

は未調賂。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 N,303。1ん。

は末調整。

ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 N,22。1ん。

2 I iま未調賂。

- 23 -
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立野南

大きさ (cm) 色調
土 手法 の 特 徴 ー出土位 置． ．残存率器種番号 胎

ロ径 I底径 1器高 焼成

土師坪I16 I 12. 5 3. 7 IA BC F I褐色 口縁部浅い沈線状痕跡を伴う横ナデ。 IN.485. 486。4ん。

2 体部外面箆削り。

坪 I17 101. 9) 3. 7 IB DE （多） c|橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 IN.550。出。
4 は未調整。全体に暦滅が著しい。

坪 I18 I 11. 8 3. 9 IC BF I褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位N.164。ほぽ完。内面全体

4 は末調整。暦滅が著しい。 に斑点状に剣落有り。

坪 I19 102. 5) (3.5)jABCDE j橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 N.499。1/3

2 は未調整。

坪 I20 101. 6) (3. 7)j B （多） ACD橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 IN.394。1ん。

E I 2 は未調整。磨滅が著しい。
坪 I21 103. 4) 3. 8 IB CD E 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 1貼床下ピットN.14。叫。

2 は未調幣。

坪 I22 102. 4) (3. O)jA BCD E F I茶褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 IN.53。閃。

1 は未調整。

坪 I23 102. 5) (4.l)IB （多） ACD橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 |a区覆土。 1ん。
E I 2 は未調挫。

坪 I24 I 13. 4 4.2IBCEF 褐色 口縁部ナデ。体部外面箆削り。磨滅し IN.49。叫。

3 ている。

坪 I25 104. 7) (4. O!IA （多） BC I褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 IN.639。田。

2 は一部未調整。

坪 I26 104. 6) (4.7)1ABCDEF I橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N.433。刃。

2 

坪 I27 I 15. o 4. 8 IE （少） BC町褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 N.491。完形。外面底部の

3 は一部未調整。 一部橙～灰褐色

坪 I2s 104. 4) (4.2)iBCDE I褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。内面 d区悛土。 出。

2 麿滅。

坪 I29 I 14. 2 5. 5 IB C I褐色 口縁部横ナデの後、体部外面箆削り。 1覆土。 ほぽ完。

4 内外面とも踏滅が著しい。

坪 I30 1(13. 4) (5、l)IBCD E I橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 IN.552。出。

1 は未調整。

坪 I31 IC14. o) (6. l)j B C DE F j橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 IN.393。1ん。

1 は一部未調整。内面中央は箆ナデか。

坪 I32 IC15. 5) 5.3 IA BCD E I橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 la区土披。出。
1 平滑。

坪 I33 105. 5) (5. 6)jA BCD E F j橙褐色 口緑部横ナデ。体部外面箆削り、上位悼90。カマドN.8。椿。

3 は未調整。内面艇滅。

坪 I34 104. o) 4.6 IA BCD E I橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 IN.546。1ん。

1 は未調挫。

坪 I35 105. 2) (4.0)IB （多） ACD橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、 上位 1貯穴。％。

E I 3 は末調整。内面は靡滅により不明瞭。
坪 I36 104. 6) (4、l)jABCF 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 IN.156。2ん。

3 は未調整。

坪 I37 I 17. 3 6. 9 IAB CD I褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。内外 N」1。4ん。

4 面とも隠滅が著しい。

坪 I38 108. o) (6. l)jA B c DEF j橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 1貼床下。椿。
2 は未調賂。内面賠滅。

坪 I39 ICl7. s) 6. 2 IA BCD E ・砂茶褐色 口緑部横ナデ。体部外面箆削り、上位 N.202。伍

粒 2 は未調整。

坪 I40 1c20. o) (7. 9)1 B C D E F 茶褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 IN.291。辺

1 

坪 I41 I 20. 4 6.8 IA （少） BCFl褐色 口緑部横ナデ。体部外面箆削り、上位 1臣土。 3ん。

3 は未調賂で縦亀裂を多 く残す。

皿 I42 1(13, 7) 3.6 ICBF I褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。脳滅 1貯穴。 3ん。口縁部出。

3 Iが著しい。
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立野南

器種番号二こ~I 胎 色調
土 手法の特徴 出土 位置・残存率
焼成

橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 Id区覆士。 1/3o土師皿I43 IC17. 6) 

皿 I44 1(17. 2) 

皿 I45 IC16. 2) 

皿 I46 I 1s. o 

皿 147117.2

皿 I48 106. 4) 

皿 I49 107. 6) 

皿 150|(18,5) 

壺 I51 I 24. o 

壺 I忌1(21.0) 

(3. 3)1B CD E 

4.1 IB （多） ACD

E 

(4. O)IA B CD E。表

面が粉っぽい。

4. 0 IA BC 

3.8IBEF 

(3. 7)1B CD E F 

3 胆滅。

橙褐色

3 

橙褐色

2 

褐色

2 

I褐色

2 

1橙褐色

2 

口縁部横ナデ。体部外面箆削 り。 内面 1中央土披。 1ん。口縁部り。

暦滅。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。内面 IN~564。川。

は磨滅の為、不明瞭。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 I覆土。辺。

N.496。ほぽ完。内面口縁

の一部黒灰色。

N.633。Iん。

(4.3)1ABCDEF I橙褐色

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N.637。貯穴。凶。

2 

3. 6 IC （多） BF I褐色

4 

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。磨滅 N~637。 1ん。外面口唇部に

が著しく調整痕不明瞭 そって一部黒斑有り。

(6. 2) ABCDEF 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 N~461。 口縁部1ん。

1 箆ナデ。

(7. 8) ABCDEF 褐色 体部外面箆削り 、 内面箆ナデ。口縁部 IN~409。 口縁部辺。
2 横ナデ。

(16. 7) ABCD ！橙掲色 I体部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部怜57,357,422。口縁部伍。橙掲

2 横ナデ。 胴上半1ん。

甕 I 54 1(24. 4)1 10. 4 1(38. 3)IA DEF，緻密。I淡褐色 体部外面一部平行叩き後全面箆削り。 N~505~7, 510, 516。カマ

甕 I55 1c20. 9) 

小型甕 56I 13. 4 

小型壺I57 I s. 4 

手捏ねI58 I 4. 5 

蓋 159117.9

蓋 I60 1c20. 4) 

蓋 I61 

蓋 62[(20. 2) 

蓋 I63 IC19. 2) 

蓋 I64 IC19. o) 

蓋 I65 IC19. 6) 

1 

(7. O)IA B CD E F I褐色

内面箆ナデ及ナデ。 1ドNa10。1ん。底部完。

体部外面箆削り、内面箆ナデ。 口緑部西カマドN.2。口縁部1/,0

横ナデ。

(13. 4)1A BC F 

5. 2 緻B F （多） CB,
密。

4.1 CD 

29IABEF 

(2. 9)1A B CE F 

ABEF 

2 

褐色

2 

褐色

1 

褐色

1 

1橙褐色

1 

1茶褐色

1 

I褐色

体部外面箆削り、内面箆ナデ。 口縁部 N.527。 北カマド周辺。ロ

横ナデ。 縁部切3o 胴1ん。

体部外面箆削り、内面ナデ。口縁部～ No.497。完形。

体部上半横ナデ。

体部外面箆削り、内面中央部ナデ。口 INo.489。4ん。

縁部～体部内面横ナデ。

天井部外面箆磨き端部に及ぶ。つまみ N.43,46。 4ん。 ロクロ使

接合部に箆キズをつけ接着面多くする。用。硬質、器表平滑。

天井部外面、内面下位横方向箆磨き、 d区覆土。 2ん。 ロクロ使

上位はナデ。かえり部ロクロナデ。 用。硬質、器表平滑。

丁寧なナデ。磨滅により調整痕不明瞭。 N.595, 597。惰。 ロクロ

1 使用。硬質。器表平滑。

(2. 4)IF （多） ABCI橙褐色 天井部～端部は横方向箆暦き又はナ d区覆土。 l;,。 ロクロ使
1 デ、内面ナデ。 用。硬質、器表平滑。

(2. 5)IF （多） ABC 赤褐色 天井部上位外面箆磨き、内面ナデ。中 N.248。叫。 ロクロ使用。

D I 2 ～下位、端部ロクロナデ及箆磨き。 硬質、器表平滑。

(2. l)IA B DEF 褐色 天井部外面軽い回転箆削り内而ロクロ覆土。 り。 ロクロ使用。

3 ナデ後粗い指ナデ。端部ロクロナデ。 平滑。

(2. O)IF （多） AB 褐色 天井部外面回転箆削り内面手持ち箆削覆土。 1ん。 ロクロ使用。

2 り端部ロクロナデ後内面横方向箆磨き。硬質・器表平滑。

高台坪I66 IC18. 6)1(11. 6)1 (4. 4)IA BE F 橙褐色 口縁～体部内外面箆麿き。底部周辺高 d区覆土。 1ん。 ロクロ使

高台坪]67 I 18. 9 I 12. 0 I 4. 1 IA BCE F 

裔台的 68I 17.8 

高台坪I69 

4. 2 I 13. 3 IA BCE F 

(14, 7)1 (1, 3)IA C 

1 台貼り付けに伴うロクロナデ。 用。硬質、器表平滑。

茶褐色 口縁～体部箆腐き。底部外面回転箆削No.334。2ん。 ロクロ使用。

1 り後ナデ、高台に伴うロクロナデ。 硬質、器表平滑。

茶褐色 底部内面粗い箆削り、外面回転箆削り覆土。 1/2 。ロクロ使用。

1 後ナデ。口縁～体部内面箆磨き。 硬質、麿滅著しい。

橙褐色 底部内面に螺旋 ・放射状暗文を施す。 d区覆土。底部ッ，。 ロク

1 ロクロナデ。 口使用。硬質、器表平滑。
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立野南

番
大きさ (cm) 色調

器種号口径 1底径 1器高胎 土焼成 手法の特徴 出土位置・残存率

土師坪 70(20. 0) (14. 8) (4. 3) ABE F 橙褐色 口縁～体部ロクロナデ。底部外面回転 N~521 。 l/3。 ロクロ使用。

1 箆削り。（粘土が体部下端にはみ出す。）硬質、器表平滑。

然 71 (24. 2) (19. 9) (2. 1) ABC F 褐色 口縁部横ナデ。内面ナデ。 N~l58。 l/,。硬質。磨滅が

2 底部外面箆削り。 著しい。

須恵蓋 72(12, 4) 1. 9 C • 3~7mm 黒灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N~305。 1ん。器肉中央部の

大の片岩粒。 B 1 ロクロ右回り。 み赤褐色。

蓋 73 12. 2 1. 9 D （多） AB 灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N~219。 1ん。内面に自然釉

1 （光沢なし）付着。

蓋 74 12. 5 2. 1 ADE 灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N.512。ほぼ完。器肉中央

1 ロクロ右回り。 のみ淡褐色。

薔 75 11. 5 2. 4 B（少）・ 2mm灰白色 ロクロナデ後内面に不規則なナデ。天 No538。完形。 かえり部貼

大小石。堅緻。 1 井部回転箆削り。接地面はかえり部。 付け成形。

蓋 76 (12. 7) 2. 1 F （少） AE 灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 覆土。 lん。

1 天井部内面上位に翫ね焼き痕有り。

蓋 77 12、3 2. 4 AC・黒色粒子灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 a区d区覆土。 a区貼床

1 接地面はかえり部。 下。 lん。

蓋 78 13. 3 2. 8 B （少） E黒色灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り、 No590。ほぽ完。

粒子 1 内面上位ナデ。接地面はかえり部。

蓋 79 13. 0 2. 4 E （多） AD 黒灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N~624。貯穴 1 。完存。

1 

蓋 80 (13. 0) (1. 9) D E （多）。や灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 貯穴。 lん。

や粗。 2 ロクロ右回り。

蓋 81 12. 9 1. 7 E （多） AD 灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N~l79。%。

2 ロクロ右回り。

蓋 82 (16. 6) 2. 4 A C D 灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N.134,, 135, 144。%。

' 1 口縁部切5o

蓋 83 (16. 4) 2. 2 A C D 灰白色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り、 Nn355。1ん。

1 上位内面はナデ。接地面はかえり部。

蓋 84 17. 8 2. 2 AC D 灰色 ロクロナデ。天井部外面弱い回転箆削 N~523。 lん。

1 り。ロクロ右回り。

蓋 85 (18. 6) (3. 1) D E ・砂粒 灰白色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N~214。 lん。

1 ロクロ右回り。口唇部欠失。

蓋 86 (18. 0) (2. 6) D E （多） •砂灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 応 2。lん。

粒 2

蓋 87 18. 0 (2. 1) B D E 灰白色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 No.372, 419, 463, 420。

3 口縁部。 2ん。

蓋 88 (19. 5) (3. 2) AC D E 灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N~484。 1ん。

1 ロクロ右回り。

蓋 89 17.1 3.0 ABC 灰白色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。歪み N~543。完存。

3 があり。

蓋 90 (19, 1) 3. 2 AB C D E ・片灰色 ロクロナデ。天井部外面弱い回転箆削 N~545。 W。

岩粒 1 り。

蓋 91 18. 6 2. 9 AC D 灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N~604, 606, 607。3ん。
1 かえり部と口縁部がほぽ同じ高さ。

蓋 92 (19. 4) (2. 4) AB D E F 淡褐色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 N~292。り。

4 接地面は口縁部。磨滅が著しい。

坪 93 (10. 1) 7, 0 :;, 5 DE 灰色 ロクロナデ。底部外面回転箆削り。口 N~609。%。

1 クロ右同り。

坪 94 (10. 5) (7. 2) (3. 1) D E ・黒色粒子灰色 ロクロナデ。底部外面回転箆削り。口 N.245。伍。

砂粒 2 クロ右回り。外面に自然釉、窯壁付瘤。

坪 95 (11. 0) 6. 9 2. 8 CE 灰色 体部ロクロナデ。体部外面下端及び底 N~369。 lん。

1 部回転箆削り。ロクロ右回り。

坪 96 (11. 2) (7. 4) (3. 4) DE ・砂粒 灰色 ロクロナデ。底部外面回転箆削り。 A区c区覆土。岳。
2 
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立野南

大きさ (cm) 色調
器種番号 胎

口径！ 底径！器高

土 手法の特徴 出士位置・残存率
焼成

須恵引 971c11. 6)1 C7. s)I C3. 1)1n （多） E。や灰色 ロクロナデ。底部外面回転箆削り。外 |a区覆土。惰。

や粗い。 2 面自然釉、窯壁付滸。調幣痕不明瞭。

坪 |98 I 11.4 I 7.6 j 2.9 jBCE 黒灰色 体部ロクロナデ。底部外面回転箆削り。 ]N.388,390。%。

坪 |99111.s1 7.SI 2.91黒色粒子・ 2mm 

大小石（多） E 

坪 |100111.6I 7.41 3.0 IE （多） ACD

坪 |101p1. 2)1 2. 7 I s. 3 1c DE 

杯 1102I 9. 2 I 8. 1 I 3. 5 IC D E F 

坪 |103112.11 8.31 3.6 IE 

坪 |104p2. 6)1 7. 9 I 2. 7 IC D E 

坪 |1051(12.0)16.31 3 0 ICDEF 

坪 |106IC12. 4)1 (8. 6)1 (3. 5)1D E 

坪 |1071cm.7)1 C9. 5)1 C3. 6)ln E 

坪 |1081(13,2)1 (9.6)1 (3.5)1D E, 精選。

坪 |1091(17.6)j (8. 5)j (3. 9)jA CD E 

坪 1110117.0110.21 4.2 ICE 

1 

灰褐色

1 

黒灰色

1 

I灰白色

1 

1灰褐色

3 

1灰白色

1 

1灰色

1 

1灰色

I 

1灰色

1 

青灰色

1 

灰色

2 

1灰褐色

1 

I灰白色

ロクロ右回り。

体部ロクロナデ。底部外面回転箆削 D区概土。伍。

り、内面ナデ。

ロクロナデ。底部内面ナデ、外面中央 N.540。 完存。外底部中央

回転箆削り、周辺粗い手持ち箆削り。 に削り残し有り。

体部ロクロナデ。底部外面回転箆削 N.217。2ん。

り、内面ナデ。ロクロ右回り。

体部、底部内面ロクロナデ。底部外面 IN.544。2/3o

回転箆削り。ロクロ右回り。

体部～底部内面ロクロナデ。底部外面 INo.186。伍。
手持ち箆削り。ロクロ右回り。

体部～底部内面ロクロナデ。底部外面 N.500。 2ん。器肉は橙褐

手持ち箆削り。 色。

体部～底部内面ロクロナデ。底部外面 N.201. 204。2ん。

回転箆削り。

体部ロクロナデ。底部国転箆削り。外 1池503。b区貼床下。切

面に自然釉付箔。

体部～底部内面ロクロナデ。底部外面 Iカマド付近。 2ん。
回転箆削り。ロクロ右回り。

体部ロクロナデ。底部外面回転箆削り。 |N.401。lん。

体部ロクロナデ。底部外面回転箆削り、覆土。 1ん。ロクロ右回り。

中央に棒状工具によるナデ痕残す。 底部内面指ナデ。

体部ロクロナデ。体部外面下端及び底 N.493。4ん。

1 部回転箆削り。ロクロ右回り。

坪 |111 I (16. 8)1 (9. 6)1 3. 5 ID（多） E．砂灰白色 体部外面下半～底部回転箆削りを施 IN.230。2ん。

粒 2 す。底部中央、体部下端ロクロナデ。

坪 11121(17.4)110.5 I 3.9 IAD • 2mm大小灰白色 体部ロクロナデ。底部内面ナデ、外面 [N.194,317, 589。2ん。
石 2 回転箆削り。ロクロ右回り。

坪 I 113 I 16. 8 1(10. 5)1 3. 9 ICE 灰色体部ロクロナデ。底部内面ナデ、外面に31.393, 397。2ん。

1 回転箆削り。ロクロ右回り。

坪 I 1141(17. 0)1(11. 2)[ 3. 9 IA BC I灰褐色 体部ロクロナデ。体部外面下端、底部No.109。 1ん。 ロクロ右回

1 外面回転箆削り。底部内面ナデ。 り。底部中央粘土付着痕。

坪 I 115 IC18. 0)1(13. 4)1 (4. 6)jD E。砂粒多く灰色 体部ロクロナデ。 底部外面回転箆削 覆土。辺。

やや粗い。 2 り。ロクロ右回り。

坪 I 1161(14. 2)1 I (3. 9)1 E（多）D・ 白色灰色 体部ロクロナデ。底部外面回転箆削 N.476。口縁辺。底部辺。

粒子・黒色粒子 1 り。ロクロ右回り。 高台欠損。堅緻。

高台刷 117IC16. 2)[(10. 6)1 (4. 8)ID E.砂粒 灰色 底部内面、口～体部ロクロナデ。底外 Nn541。 口縁部 1ん。 底部

2 面回転箆削り、高台貼付部ロクロナデ。 l/3

高台珀 118[(16. 8)[(11. O)I (4. 5)ID （多） E・ 砂灰白色 底部内面、口～体部ロクロナデ。底外 N.410。り。

粒 2 面回転箆削り、高台貼付部ロクロナデ。

高台刷 119|(17.0)|11.3 | 4.5 |D E （多） •砂灰色 底部内面、口～体部ロクロナデ。底外 IN.480。lん。
粒 2 面回転箆削り 、高台貼付部ロクロナデ。

高台刷 120I I 11.2 I (3.6)[D E.砂粒。 暗青灰色底内面、体部ロクロナデ。底外面回転 N.70。底部岳。

2 箆削り後外周、高台貼付部ロクロナデ。

高台珀 1211 I 10. 3 I (2. 7)1 D E。比較的細I灰色 底部内面、体部ロクロナデ。底部外面 INa577。底部沼。底部外面

かい。 2 回転箆削り後、高台に伴うロクロナデ。に窯壁付清。

土師盤I122 (20. O)I (2. 1)1 AB E F 橙褐色 底部外面、体部下端回転箆削り。体部 Nn525。1ん。 硬質。ロクロ

須恵杯I123 

1 内外面ロクロナデ。底部内面ナデ。 使用。

7.51 (2.3)¥D E（多）。砂粒灰色 底部外面無調墜で円盤状に突出、内面 N~332。底部完。底部周辺
を含み粗い。 1 1 ナデ。体部内外面ロクロナデ。 1をナデつけて接合か。
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゜
10cm 

第16図 2号住居跡出土遺物（6)

大きさ (cm)
土 色焼調成 出土位匠・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

口径 1底径 1器高

須恵杯 124 (13. 0) 1. 9 DE・ 細砂粒 青灰色 ロクロナデ。底部内面青海波文叩き目。 覆士。底部。辺。

外面周辺回転箆削り、中央調整不明瞭。

瓶 125 (8. 2) (5. 0) DE・ 細砂粒多暗青灰色 体部ロクロナデ。底部外面回転箆削り d区覆土。 底部％。体部

し。 2 後、高台に伴うロクロナデ。 下端の稜は鋭い。

瓶 126 (6. 6) (4. 5) E, 緻密。 灰色 底部～体部内ロクロナデ。体部下端回 N~371。底部辺。

転箆削り。高台に伴うロクロナデ。

瓶 127 (16. 2) (10. 6) E, 緻密。 灰色 肩部外面、体部外面下位回転箆削り。 Nu284。胴部岳。肩部外面

1 体部内外面、肩部内面ロクロナデ。 に自然釉付着。

瓶 128 (9. 9) E, 緻密。 灰色 体部外面下半回転箆削り。体部外面上 a区匹土。 胴部1ん。外面

1 半、体部内面ロクロナデ。 肩部～体部上半に自然釉。

鉢 129 31. 1 14. 6 DF  乳白色 口縁部ロクロナデ、体部外面平行叩き No.188, 291他。口縁部1ん。

1 外面にあて具痕有り。 胴部沼。

長頸瓶 130 (lo. s) DE（多） •砂粒 黒灰色 頸部内外面ロクロナデ。外面中央部に 西カマドN~ 1。頸部完。ロ

1 縁部欠失。

長頸瓶 131 10. 0 (11. 1) DE  暗青灰色 口縁部、頸部、肩部ともロクロナデ。 N~487。口縁部定。 頸部内

1 面下端に接合限を残す。
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器稲番 胎号1大きさ (cm) I 

ロ径 1底径 1器高

土 焼色調成 手 法 の 特 徴 出土位置・残存率

須恵 132 13.2 (16. 6) DE（多） •砂粒 黒灰色 外面沈線により区画後、櫛描押引文・ 覆土。口縁～頸部％。
長頸瓶 2 波状文・烈点文を施す。

大型甕 133 (23. 4) (7. 2) DEF 淡褐色 口縁部内外面ロクロナデ。胴部外面平 N~308。口縁部切5o

2 行叩き目、内面叩き後指頭押圧、ナデ。

大型甕 134 (24. 8) (6. 8) DE  灰色 ロ緑部内外面ロクロナデ。胴部内外面 No.557。口縁部凶。

2 に叩き目を残す。

大型甕 135 DE  灰色 口縁部ロクロナデ後、外面に 2段乃至 c区覆土。口縁部破片。突
1 それ以上の櫛描波状文を施す。 帯を 1段め ぐらす。

大型甕 136 DE  黒灰色 ロ縁部ロクロナデ後、外面沈線区画後 Na110。 口縁部破片。突帯

2 2段乃至それ以上の櫛描波状文を施す。 を1段めぐらす。

大型甕 137 DE  黒灰色 頸部ロクロナデ後、外面沈線区画後、 N~l06。頸部破片。

2 3段の櫛描波状文を施す。

大型嬰 138 24.2 (43. 0) ABCD 灰褐色 ロ縁部ロクロナデ。体部外面平行叩き N~501~2, カマドN~ 1~ 

3 目、内面同じ円状叩き目。器肉橙褐色。 4、6、7,貯穴他。口縁

2ん。胴部辺。

1号掘立柱建物跡（第17図）

8A、8B区に位置する。調査区域外にかかるため南北1間、 東西2問分確認されたのみで、正

確な規模は明らかにし得ない。柱穴規模はp1が直径70cmとやや大きい他は径40cm前後の円形を

呈し深さは10~20cmを測り非常に浅い。 P2とP4を結ぶ東西軸方位はN-62°-Eを示す。

p 1、P2間の柱問寸法はおよそ210cm、P2、P3間は240cm、P3、P4間のそれは230cm

を測る。出土遺物はない。

// 
゜

吋

／／ 

<:

゜
巳戸
ml CDI 

.A互．oom -A. 

言`］。 2m 

第17図 1号掘立柱建物跡
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2号掘立柱建物跡（第18図）

4B、5B区に位置する。 1号掘立柱建物跡と同様に区域外にかかるため全体の規模は不明であ

るが、南北2間、東西 4間に相当する部分が検出された。各柱穴の規模をみると、非常に小規模な

P7を除くと径40~70cm前後、深さ10~40cmを測る。形態はp1~P4が隅丸方形を呈するが他

は不定形をなす。柱穴の並び方は、南北列と東西列は直交するもののP4~P7の延長線上からP

3がずれている。p1~P4を結ぶラインを主軸とすればN-70°―Eを示す。

南北列の柱問寸法は220~230cm、東西列は140~180cmを測り、後者の方が狭いといえる。

出土遺物はp1、P2より土師器細片が検出されたが、時期は明確でない。

會

口

ー
.A ◎ 

゜
臼

公

゜
o

d

 
土

..8ユ1.65m ー ＇．

且＿ —一旦'

口疇冒冒疇

゜
2m 

第18図 2号掘立柱建物跡
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1．黒褐色土

2．暗茶褐色土

3．黒褐色土

4．黒掲色土

5．暗掲色土

6．暗掲色土

7．黒褐色土

8．暗掲色土

9．暗掲色土

10．茶掲色土

11．礫府

12．喫屑

13．黒褐色土

14．焦褐色土

15．黒褐色土

16．茶掲色土

17．焦褐色土

18．黒褐色土

19．黒謁色土

20．暗褐色土

21．暗褐色土

22．茶掲色土

23．暗茶褐色土

24．砂礫府

2.5．黒掲色土

26．黒褐色土

27．黒褐色土

28．砂礫府

29．梨屑

30．硬層

31．礫屑

32．賀褐色土

少品の礫含む

ローム（多）、径1~2cmの礫含

径2cm大の瑳含

3屑よりも大粒の礫含む（多）

礫多品に含む

礫少品含む

ローム混在

ローム粒（多）、下部に礫多く含む

礫多益に含む

ローム主体、粘性強い

径10cm程の礫に黒色土、ロームプロ ック混在

径2cm大の要に黒色土、ロームプロック混在

ロームプロック混在

ロームプロック（少）

ロームプロック、喫少罷含む

ローム主体、礫、黒色土含む（少）

ロームプロック混在

17屑類似

14層類似

礫殆ど含まない

径2~3cm大の荘（多）

ローム主体、少拭の黒色土含

ローム、喋混在

喫と砂主体、ローム、黒色土混在

ローム、礫含む（少）

少祉の礫含む

ローム、小礫混在

小礫、砂、ローム混在

ロームプロック混在

ロームプロック主体

第19図 1号井戸跡
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1号井戸跡 （第19図）

9B区に位置する。東西径、 3.76m、南北径3.58mの円形プランを呈し、深さ3.5mを越える。

掘り込みは垂直に近く、ローム層下に堆積する砂礫層が崩落し壁が扶られる部分がある。

出士遺物には土師器、須恵器があるが、量的には少ない。須恵器甕（第20図ー 5)は 2号住居跡

出土遺物（第15図ー137)と酷似し、同一個体の可能性が高い。出土土器は全て真間期のもので、

1、 2号住居跡とほぽ同時期に機能していたと考えられる。

□ 三 3

□三 2□□¥ 4 
第20図 1号井戸跡出土追物

1号井戸跡出土遺物（第20図）

ー
cロr 大きさ (cm)

器種番 胎
口径 1底径 1器高

土 色焼調成 手 法 の 特 徴

士師坪 1 (16. 8) (5. 2) ABDEF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位

1 は未調整。

須恵蓋 2 (17. 1) (2. 5) E （多） D •砂 褐色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。

粒 1 全体に稜は弱い。

小型甕 3 (15. 2) (5.1) ABDEF 褐色 ロ縁部外面下端に先端の丸い木口状工

1 具による強いナデを施す。

小型甕 4 (13. 0) (6. 2) AD,緻密。 茶褐色 口縁部外面は木口状工具による横ナデ

1 状を呈す。胴部外面箆削り、内面ナデ。

須恵 5 DE。砂粒多し。暗青灰色 外而沈線により区画後、櫛描波状文を

大型甕 2 施す。 （残存部で2段。推定3段。）

1号溝跡（第21図）

出土位監・残存率

覆土。 lん。

覆土。 1ん。 内面青灰色。

ロクロ右回り。

覆土。口縁部％。

覆土。 口縁部％。器面平

滑。

疫土。頸部％。

10区から11区にかけて位置し、調査区を横断してほぼ東西方向に直線的に延びる。幅0.9m~1

m前後、深さ25~30cmを測り、平坦な底面から緩やかに立ちあがる。

覆土は黒褐色を呈し、火山砂粒（浅間A?)を多く含む。

出土遣物は全くないため時期は不詳であるが、近世以降の可能性が高いと考えられる。
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第21図 1号溝跡

□/ ロ／ 1．表土

2．灰掲色土 火山粒子（多）

3．黒褐色土

4．掲色土 ローム含

5．黒掲色土

6.ロームプロ ック

ム．65m ___A’.

員

， 
--- -
~--
A且．81m a —•' 

゜
2m 

第22図 1 • 2号土壊
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1号土壊（第22図）

調査区南西寄りの 4C区に位置する。

長径96cm、短径60cmの不整楕円形を呈し、確認面から20cm前後の深さをもつ。底面の形態は断

面舟底状を呈する。

覆土はローム粒子を含む黒褐色で、土質は軟かく、しまりに欠ける。

出土遺物は、底面より棒状自然礫が検出されただけで、時期は不明である。

2号土壊（第22図）

1号土壌の南東 1mの4D区に位置する。調査区外域にかかるため規模は不明であるが、残存箇

所から推定すれば、隅丸方形プランを呈すると思われる。ローム面からの深さは30cm前後を測る。

出土遣物はない。

ピット

2号住居跡北側から、ピット 3本が検出された。径50~70cmの円形のビットで、深さはPlが、

10cm、P2が、 40cm、p3が30cmを測る。掘立柱建物跡の可能性もあるが、断定できない。

各ビットの覆土は近似しており、褐色土を主体に焼土粒子・焼土プロックを含んでいる。

出土遺物はない。
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IV 八幡太神南遺跡の調査

1. 遺跡の概観

八幡太神南遺跡は上里町大字喜美597-1他に所在し、立野南遺跡と隣接する。標高は74m前後

を測り、西から東に向け緩やかに傾斜する平坦で起伏の少ない台地上に立地する。

発掘調査は昭和54年度（主体県文化財保護課）と昭和56年度の二度に亘り実施された。本書では

前者の調査区をA地点、後者のそれをB地点として扱っている。 A地点が調査対象区の北西部、 B

地点が南東寄りの位置にある（第 3図）。

調査方法はグリッド方式に依拠するが、グリット方眼の設定はA地点と B地点では異なっている。

なお、全測図のなかで調査区外に示す数値は、第lX系の国家座標値である。

A地点より検出された遣構には、竪穴住居跡1軒、竪穴状遺構1基、大溝跡1条、 溝跡 6条があ

る。竪穴住居跡は調査区南西端より単独で検出されている。一辺6mを越える大型の住居跡で、多

量の土器が検出された。また螺旋賠文を施す畿内系の杯なども出土しており、 7世紀後半頃の良好

な資料を提供している。

竪穴状遺構は不定形の皿状の窪みで、縄文中期加曽利E式期の土器片が少量検出された。

大溝としたものは、児玉工業団地内将監塚遺跡においても長さ 600mに亘り直線的に延びること

が確認されているが、本遣跡の大溝は次節で触れる熊野太神南遺跡のそれとともにこの将監塚遺跡

の大溝と幣がるものと考えられる。

B地点はA地点と熊野太神南遣跡とに狭まれた区域である。検出された遺構には、真間期の竪穴

住居跡2軒、掘立柱建物跡 4棟、溝跡 3条、土瀕2基などがある。

注目すべき遺構に掘立柱建物跡がある。 3棟が調査区中央附近に近接して構築され、そのうちの

2棟は所謂「溝もち」の形態をとる。各柱穴掘り方は方形プランを呈し、柱痕が明瞭に観察される

例もある。時期については明確にし得ないが、奈良～乎安時代のと考えられる。

2. A地点の遺構と出土遺物

1号住居跡（第24~27図）

16D区中心に位置し、 B地点の 1 • 2号住に近接して構築されている。

規模は6.45 X6. 35m、床面までの深さ 40~45cmを測る大型の住居跡で、ほぽ正方形の平面プラ

ンをもつ。主軸方位はN-18°-Wを示す。

床面は貼床で、掘り方底面より10~20cmの厚さに粘土、ロームプロック混りの土を敷き込んでい

たが、攪乱により住居中央附近は残存しない。掘り方は、さほど顕著ではないが凹凸がみられる。

- 40 -



x 和25.170 
61.730 

A地点 x X., 25200 
y •—61775 

2 3 4 5 6 7 8 ， 

A B ＼ }¥:¥I // 
I I I 

＼ 

＼ 
十 ＋ ＋ ＋ 

＼ | I ＋ 

十 ＋ ＋ ＼＼、し ＼ ＋ ＼ ＋ c I ＼ 

x X·• 25.155 
y •-61.730 

＋ 
D ． ／／クジ ／／／  

，［乙I占．5 ぶ6

xXYニ=+-265171870 5 

x X· • 2.5160 
ya→61.720 

10 11 12 13 14 15)(窯謡腐 16 17 

A B 溝4 ： 

// ＼ 筐ミ｀＼ ＼＼  •I I¥ ¥ ヽ

;-¥ +) ‘ ‘̀＼大溝 ¥ ¥  ¥ 
＋ 賣 ＋ ヽ

c I ////  八＼

¥¥ ¥¥ ／／ ＼＼ヽ l

＋ 寸／ 、、こ＼ ¥ /¥ ＋ 
D 

x X=+25140 
Y=-61.720 

x x-925110 
Y•-6 1.680 

B地点

)(X - •25095 
Y・-61650 ， 

u
 

T
 
s
 

R
 。

p
 ゜ z

 

M
 

L
 

k
 

J
 

H
 

P1 ()◎ P2 
＋ ＋ ＋ 

9ジ P10 ー ニ”|.if’PA7

＋ .、、 ‘’r ヽヽ

P7 

＋ `  
G F 

)(X•+26070 
C B A E や—61620 D 

+ P14 
廷；l

＋ ＋ 
ら

＋ 

゜
3号堀立 v HI~/ 2 

0p11 
怠

゜＋ ＋ 畠◎P12+

x x̀ +26075 
Y•-61650 X =+26055 

X y--61.625 ゜
10 m 

第23図八幡太神南追跡 (A・ B地点）全測図

- 41 • 42-



八幡A

□ P1 
゜

A’ 

L ---
＇ 『
I 
r 

冨
八 ＼、＼＼下＼＼ ¥ -Il ＼ 

＇ ＇ ， ， 
E : 

＼ ＼ 

乱0゚~ ' ←ーテー

旦 50m A’ 

ー
．
 
`
8
 

:-------:'――-------
，！虹＇：虹

’’ ―冒
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7．黒褐色土と暗褐色土が混在

8．暗褐色土掲色粘質土混在（貼床面）

9．褐色土 ローム主体

10．黒掲色土 ロームプロック含む

1．暗掲色土礫わずかに含む

2．暗掲色土礫少なく、ローム粒子含む

3．褐色土 ローム粒子多い

4．明褐色土 ローム粒子やや多い

5．褐色土 粘質、焼土多く含む

11謁色土 ロームプロック、礫含む
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第24図 1号住居跡
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八幡A

カマドは北壁の左側に偏して設置され、煙道は1.6m壁外に延びる。焚口部の掘り込みはみられ

ず、袖部粘土も流れている。またカマド右側には方形の貯蔵穴 (75x60cm、深さ 30cm)が設けら

れ、主柱穴は 4本で規則的に配置される。壁溝は西壁と東壁に一部確認される。

遺物の出土状況は、攪乱のために住居中央部分は不明であるが、西壁から南壁側に多く分布する

傾向が窺われる。出土遺物には土師器杯・甕類、須恵器杯・蓋など多量の土器の他、被熱した砂岩

や鉄滓が少最検出された。

特筆すべき遺物に螺旋暗文を旅す畿内系の杯やかえりを有する赤焼け風の蓋などがあげられる。

.
I
-

`
8
 

叫

A 73.50m 

一

．
 
`
8
 

吋

1．黒掲色土焼土（少）

2．暗褐色土焼土（少）

3．暗掲色土焼土（多）

4．褐色土 焼土（少）

5．褐色土 焼土（多）

訊明褐色土 5層類似

6．明掲色土焼土（少）粘質

7．褐色土 粘質

8．焼土

9．黒掲色土 ロームプロック含

10．暗褐色土 ローム（少）

゜
1m 

第25図 1号住居跡カマド
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第27図 1号住居跡出土遺物分布図（2)

1号住居跡出土遺物（第28~32図）

大きさ (cm)
器種番号 胎

ロ径 1底径 1器高

色調
士 手法の特徴 出土位置・残存率
焼成

土師珀 1I 9. 9 I I 3.1 IF（多） BCDI 褐色 体部外面箆削り、上位一部削り残しあ 1応14。完存。
E 2 り。口緑部横ナデ。

坪 I2 I 9. g I ¥ 2. 9 ¥F（多） BC 褐色 体部外面箆削り。上位一部削り残しあ N~140。 完存。

1 り。口縁部横ナデ。

坪 I3 110. 4 I I 3.0 IBCDF I褐色 体部外面箆削り。上位一部削り残しあ 池276。ほぽ完。

1 り。口縁部横ナデ。

坪 I4 111.2 I I 3.0 IBCDF I橙褐色 体部外面箆削り。 口縁部横ナデ。 INn 4。3ん。

1 

坪 I5 110.s I I 3.3 IF BC I褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、一部悩304。完存。

2 削り残しあり。

坪 I6 110. 4 I I 3.0 IB F（多）C（少）i褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 IN品9、69、183。完存。

1 

坪 I7 111. o I l3.4IBCD I褐色 I体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 1Nnl6。2ん。

1 

坪 Is 110. s I I 3.6 IF（多）BC（少）1褐色体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 I N~104。完存。
1 

坪 19111.81 I 3.4 IB CD F I橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 IN.392。ほぽ完。

1 

坪 I10 I 10. 2 I I 3.2 IBCDEF I橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~74。ほぽ完。

1 

坪 111111.01 I 3.4IBCD I橙褐色 体部外面箆削り。 口縁部横ナデ。 Na13ほぽ完。

1 

坪 I12 I 11. 2 I I 3.5 [BCD 1橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N.384。8ん。
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八幡A

大きさ (cm)

土 ｀色三調―I 器種番号 胎 手

口径 1底径 1器高

法 の 特 徴 出士位骰・残存率

坪 13 11. 2 3. 5 BCD 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~297。 ほぽ完。

4 

坪 14 10. 2 3.3 C B• 2 mm大 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~ l 52。ほぽ完。

小石 3 

坪 15 10. 7 3.2 FBDC 淡褐色 体部外面箆削り、 上位に一部削り残し Na264。完存。

4 あり。 口緑部横ナデ。

坪 16 11.0 3.2 BEF 茶褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 Na.50。ほぽ完。

1 

好 17 11. 0 3.1 BD 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 No.117。3ん。

1 

坪 18 10.6 2. 8 BC 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~ l23。 2/3o

I 

坪 19 10. 9 3. 2 C （少） BF 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~ 114, 115, 134。ほぽ完。

I 

坪 20 10.8 3. 7 FB 褐色 口縁部横ナデ後、体部外面箆削り。 N~265。 2ん。

1 

坪 21 10.2 3.2 FBCE 褐色 口縁部横ナデ後、体部外面箆削り、上 N.122。完存。

2 位一部削り残しあり。

坪 22 10. 4 3.3 F（多）BCE 橙褐色 体部外面箆削り、上位末調整。口縁部 Nnl20。完存。

2 横ナデ。

坪 23 10. 1 3.3 ABCDF 橙褐色 体部外面箆削り、上位未調整。口縁部 N~342。ほぽ完。

1 横ナデ。

坪 24 (10. 4) (3. 4) F （少） BC • 褐色 体部外面箆削り、上位末調整。口縁部 覆土。 1ん。

2 mm大小石 4 横ナデ。

坪 25 11. 2 3.7 C （多） BF 褐色 体部外面箆削り、 上位未調整。 口縁部 Nal39。ほぽ完。

2 横ナデ。

坪 26 11.1 3.4 ABCF 褐色 体部外面下位箆削り、上位末調整、ロ N~3]。ほぽ完。

1 縁部横ナデ。

好 27 11. 2 3.6 BCE 橙褐色 体部外面箆削り、上位末調整。 口縁部 N~375。 4ん。

1 横ナデ。

好 28 11. 4 3.6 BCEF 橙褐色 体部外面箆削り、上位未調整。 口緑部 Nn369。'ん。

1 横ナデ。

坪 29 (10. 5) 3.4 F （多） BC 褐色 体部外面箆削り、上位未調整。口縁部 Nn399。W。

（少）、緻密。 1 横ナデ。

坪 30 10.9 3. 5 F（多）BCE 褐色 体部外面箆削り、上位未調整。口縁部 Nn378。完存。

1 横ナデ。

坪 31 10 5 3. 4 F （多） BC 褐色 体部外面箆削り、上位未調整。口縁部 N~402。 2ん。

E、緻密。 1 横ナデ。

坪 32 10. 7 3.3 BF（多） C 褐色 体部外面箆削り、上位未調整。口緑部 N~61。完存。

DE 4 横ナデ。

坪 33 11. 3 3. 5 BCF 褐色 体部外面箆削り、上位一部削り残し。 覆土。伍。

3 ロ縁部横ナデ。

坪 34 (lo. 6) 3.1 BEF 褐色 体部外面箆削り、上位末調整。口縁部 N~296。 1/3o

3 横ナデ。

坪 35 10.4 3. 2 BCEF 褐色 体部外面箆削り、上位一部削り残しあ 池379。8ん。

2 り。口縁部横ナデ。

坪 36 11 2 3.4 BCDEF 褐色 体部外面箆削り、上位は未調整。口縁 N~325。 4ん。

1 部横ナデ。

坪 37 11. 1 3 2 AE（少）BC 橙褐色 体部外面箆削り、上位一部削り残しあ N~l53。完存。

F 3 り。口縁部横ナデ。

坪 38 10. 2 3.4 F（多）B（少） 褐色 体部外面下位祖い箆削り、上位未調 Na.176, 370。4ん。

1 整、指頭痕残す。口縁部横ナデ。

坪 39 10. 9 3. 2 F（多）B（少） 淡褐色 体部外面箆削り、上位未調整。口緑部 Nu401。完存。

緻密。 2 横ナデ。
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八幡A

大きさ（cm) 色調

器種番号口径 1底径 1器高＼胎 土焼成 手 法 の 特徴 出土位置・残存率

坪 40 I n.41 • I 3.2 IBcDEF 橙褐色 体部外面箆削り、上位一部削り残しあ 1Nnl42。ほぽ完。

I 1 り。口縁部横ナデ。

坪 I 41 i (9. 9)J J 3. 5 JB CD E F • 3 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデo |Na6。2ん。

~4 mm大小石 2 I • 
3.3 IB C 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。

1 

3. 0 IF （多） BC・褐色 体部外面箆削り、上位一部削り残し、 INol28。ほぽ完。

3 mm大小石 1 指頭痕残す。口縁部横ナデ。

3.8 IBCDEF 褐色 体部外面下位指ナデ後箆削り、上位未爬363。完存。

3 調整、指頭痕残す。口縁部横ナデ。

橙褐色 体部外面箆削り、上位一部削り残しあ INo362。4ん。

坪 I42 I 10. 6 N. 3。ほぽ完。

坪 I43 I 10. s 

坪 I44 I 11. 1 

坪 I45 I 12.1 

坪 I46 1c12. 2) 

椀 I47 I 13. 2 

椀 48 14.1 

椀 49 (13. 4) 

椀 50 13.6 

椀 51 (13. 5) 

椀 52 13. 7 

椀 53 13. l 

椀 54 (14. 6) 

椀 55 15. 0 

椀 56 14. 8 

椀 57 14. 2 

椀 58 15.0 

椀 59 16. 0 

椀 60 17. 5 

椀 61 20.1 

4.0 IB C 

1 り。口縁部横ナデ。

3.9IBCF・1~41橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。

mm大小石、緻密 3 

4.3 IB C 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。内面 N~346。 2ん。

1 に4条の線刻あり。

4.4 IF（多）BC（少）I褐色 体部外而箆削り。口縁部横ナデ。 IN~373。ほぽ完。

4.6 IB CD 

4.1 IB CF 

4.5 IB C 

7

9

 

．

．

 

1

3

 

1

1

 

＇ 2

3

 

6

6

 

坪

坪

坪 I64 I 14. 2 

皿!65 I 15. 7 

皿 66IClS. 4) 

1 縁部横ナデ。

3.9 IBCF • 3国大褐色 体部外面箆削り、上位未調救。口縁部 1悼683。辺。

小石 2 横ナデ。

4.8 IB F 茶褐色 体部外面箆削り、上位一部削り残しあ IN,178。ほぽ完。

密。

(5. o)I B 

3.3 IAC E 

4.2 IAB C 

4.3 IAB CF 

1 

褐色 I体部外面箆削り。口縁部横ナデ。

N~l44。 1ん。

Na 1。2ん。

4.5 IB CF 

(3. l)IA BC F 

1 

褐色 I口縁部横ナデ後、体部外而箆削り。口悩．54。4ん。

2 り。口縁部横ナデ。

橙褐色 体部外面箆削り、上位は末調墜。口縁 IN~381。ほぽ完。
3 部横ナデ。

(4.1)! F（多）BC、緻褐色 体部外面箆削り、口縁部沈線状痕跡をNo.359。1ん。

密。 1 I伴う横ナデ。
5.0 IBCDF 褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N.64, 189。’I5o

1 

4.6 IB CF I橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N.274, 309。2ん。

1 

4.9 IF（少）BC I褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 Na263 1/2o 

2 

6. 7 IF （多） B、劉褐色体部外面箆削り。 口縁部横ナデ。

1 

赤褐色 1体部外面箆削り。口縁部横ナデ。

N~202, 203, 301. 283。4/5o

覆土。辺。

1 

5.8 IA（少）BCF・橙褐色 体部外而下位箆削り、上位未調整。口 IN~344。 4ん。瘤滅が著しい。
黒色粒子 4 縁部横ナデ。

9.9 IB（多）ACF 褐色 体部外面箆削り、上位は部分的に削り INal18,147。口縁部％。体

3 残しあり。口縁部横ナデ。 部ほぽ完。

茶褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。内而 c区覆土。 l/3o
2 右廻り放射状暗文。

橙褐色 体部外面箆削り、上位に未調賂部分を ID区覆土。 2ん。

1 残す。口縁部横ナデ。内面放射状暗文。

橙褐色 体部外面箆削り 、上位末調整。口緑部 1覆土。叫。

1 横ナデ。内面放射状暗文。

褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。内面 1覆土。 1ん。

1 ナデ。

褐色 体部外面箆削り、上位に未調整部分を N~124。口縁部 1ん。。体部

2 残す。口縁部横ナデ。内面ナデ。 1惰。
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八幡A

大きさ (cm)

器種番号
口径 I底径 1器高 ＼胎

土fH-1 手法の特徴 出士位置・残存率

士師皿I67 I 23. 5 

皿 I68 I 22. o 

蓋 I69 I 13. 6 

高坪I70 I 16. 6 

高坪171111.9

壺 I72 100. 7) 

小型壺I73 IC24. 2) 

小型壺I74 1c11. o) 

小型壺I75 I 10. s 

小型壺I76 103. o) 

小型壺I77 I 14. 7 

壺 I78 IC17. 5) 

壺 I79 I 21. 4 

壺 Iso IC23. 2) 

壺 Is1 1c22. o) 

壺 I82 |(23. 6) 

壺 I83 1c20. 6) 

甕 I84 1c21. 1) 

甕 I85 |(20. 4) 

甕 I86 I 22. 5 

嬰 I87 I 21. 5 

甑 I88 IC3L 4) 

須恵蓋I89 I 10. o 

蓋 I90 I 8.8 

蓋 I91 I 8. 7 

蓋 I92 I 9.2 

蓋 I93 I 10. o 

3.3 IAC ，橙褐色 口縁部横ナデ。体部箆暦き、外底部指 1覆土。叩。畿内系土師器。

1 頭圧後箆削り。内面螺旋、放射状暗文

3.2 IAC 赤褐色 口縁部横ナデ。体部箆磨き、外底部指 C区覆土。 1ん。畿内系土師

1 頭圧後箆削り。内面螺旋、放射状暗文器。

6.6 IB C 赤褐色 天井部の横箆削り後、つまみ部縦箆削 N~l49。 3ん。

り。口縁部横ナデ。

4. 7 IA BCD E F I橙褐色 口縁部横ナデ後、つまみから天井部縦 N~390。 4 ん。 部分的にかえ

箆削り。 り部が接地する。2 

5.2 IF（多） BC I褐色 坪部口縁部、裾部横ナデ。脚部内面上ほぽ完。脚部凶欠損。

位箆ナデ、外面箆削り下位削り残し。3 

(4.0)IB CE F 1褐色

2 

(7.0)IABCE 1茶褐色

2 

10.0 jABCDE 1茶褐色

1 

9.2 IABCDE。砂 暗褐色

粒多し。 2 

5.6 IAB CD E F 茶褐色

3 

(7. 7) 緻B （多）ACF、 茶褐色

密。 1 

(7.3)1ABCD 褐色

3 

口縁部横ナデ後、胴部外面横箆削り、 N~352。 D区毅土。 口縁部1
内面ナデ。 辺。胴部％。

胴部外面箆削り 、 内面箆ナデ。口縁部 N~206, 314, 324。 口縁部

横ナデ。 12ん。胴部辺。

胴部外面箆削り。口縁部横ナデ。 N~219, 302, 303。 口縁部

3ん。胴卸／2o

口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り。内 No,347。 口縁部完。 胴部

面箆ナデ。 昂。

胴部外面箆削り、上位末調竪部分残す。 Na356。口縁部辺。

内面箆ナデ、上位木口状工具のナデ。

ロ縁部横ナデ後、胴部外面箆削り。内 Nal29。 口縁部完。 胴部

面箆ナデ。 出。

口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り。内 D区覆土。口緑部り。胴部

面箆ナデ。 l/9o 

10.2 IABCDE。砂茶褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り。内 Nal74, 175, 367, 368。ロ

粒多し。 1 面箆ナデ。 縁部完。胴部％。

(10. 9)1B（多）AC 褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り。内No.166。口縁部％。

3 面箆ナデ。

(8.4)jABCDF j褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面上位横箆削 Na372。口縁部％。胴部

3 り。内面箆ナデ。 ％。

(7.3)jACDEF。砂褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り。未No.136, 199, 266。口縁部

粒多し。 3 調整部分残す。内面擦痕を伴う箆ナデ。辺。胴部辺。

(10. 5)IA （少） BCD褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り。内 Nall9。 口縁部切。胴部

E F I 3 面箆ナデ。 l/9o 

(13. 9)IB F （多） AC 赤褐色 口縁部横ナデ後、胴部外面箆削り。内 Na358。 口緑部叩。胴部

D。緻密0 I 1 面箆ナデ。 惰。

(4. 7)1B F （多） CD 淡褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 Na47, 113。口縁部辺。胴

1 横ナデ。 部凶。

12.0 IABCDE • 1 淡茶褐 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 Nal73, 307。 口縁部ほぽ

~2皿大小石 色 1 横ナデ。 完。縁部沼。

(ll.6)jABCDF・2 褐色 口緑部横ナデ後、胴部外面箆削り。内No.348。口縁部完。胴部1ん。

皿大小石 3 面箆ナデ。

(ll.3)IABCDE • 1 橙褐色 胴部内外面ナデ。口縁部横ナデ。胴部 Na345。口縁部り。胴部切5o

~2皿大小石 3 外面指頭痕。

3.2 IB C 灰色 ロクロナデ。天井部上位手持ち箆削り。No.139。ほぽ完。搬入品。

(3. 4)1A DE 

3.5 IC 

2.9 ICE 

2.4 ICE 

1 

灰色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。 覆士。 2ん。搬入品。

1 

灰褐色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り後 N~93。ほぼ完。搬入品。

1 頂部ナデ。

灰色 ロクロナデ。天井部上位手持ち箆削り。 A区B区覆土。出。

1 

灰褐色 1 ロクロナデ。天井部回転箆削り。

1 
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蓋

2.8 ICDE 

2.8 ICE 

3.2 IB E 

2.4 ICE 

2.8 ICE 

2. 6 ID（多） E 

(3. l)IA E 

3.1 ICE 

3.1 ICE 

3.llABC 

3.1 ICE 

2.4 ICE 

色調

土焼成＼ 手法の特徴 ＼出土位誓残存率

黒灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 N.290。完存。在地産か。

1 

灰褐色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 No231。ほぽ完。搬入品。

1 

黒灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 覆土。ほぽ完。接地面はか

1 えり部。在地産か。

灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 No306。完存。接地面はか

1 えり部 ・ロ縁部。在地産か

灰白色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。 N.76。ほぽ完。接地面はロ

1 縁部。

黒灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 No229。ほぽ完。在地産か。

2.5 IDE、緻密

黒灰色 Iロク ロナデ。天井部上位回転箆削り。
1 

黒灰色 1 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。 INo.222。ほぽ完。接地面は

黒灰色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。

l 

灰色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。

1 

青灰色 1 ロク ロナデ。天井部上位回転箆削り。

1 

灰褐色 1 ロクロナデ。天井部回転箆削り。

1 

灰褐色 1 ロクロナデ。天井部回転箆削り。

1 

灰褐色 ロクロナデ。天井部上位回転褐削り。

1 

灰色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。

Nn78。完存o
-- 1 • ~• 

口，6部。

N~ 7。3ん。

N~77。ほぽ完。搬入品か

N~lOO。ほぽ完。搬入品

N.225。ほぽ完。在地産か 1

No.44。山。在地産か 1 

N.328。ほぽ完。搬入品

N.60。ほぽ完。接地面はロ

1 縁部。搬入品

c2. n1c （少） A• 1 灰褐色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。 N.90, 207。C区覆土。り。
mm大小石 1 つまみ欠失。

4.0 IF （少） ADE 灰褐色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 N.287。ほぽ完。搬入品

2 

3.8 ID （多） E •黒黒灰色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。 N.327。ほぽ完。外面全体
色粒子・砂粒 1 接地面は口縁部。 に無光沢の灰色自然釉。

5.1 ID （多） B(少）灰色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。 覆土。ほぽ完。暗黄褐色自

A I 1 方向は自然釉により不明瞭。 然釉、粘土溶融塊付羞。

3.3 ICE 灰褐色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。 N.258。完存。

3.2 IBCF・2mm大灰色 ロクロナデ。天井部下位回転箆削り、 N.99。C区覆土。切。接地

小石 1 上位つまみ接羞に伴うロクロナデ。 面はかえり部。

4.2 ICE 赤褐色 ロクロナデ。天井部下位回転箆削り、 N.108。完存。接地面はロ

1 上位箆り後ロクロナデ。 縁部。土師質。

3.8 1c DE I黒色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 N.110。ほぽ完。

1 

3.5IABCF I掲色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。接地 N.29。ほぽ完。かえり部と

1 面はかえり部と口縁部両方。 口縁部の境に沈線。

3.7 ICDE I茶掲色 ロクロナデ。天井部上位回転箆削り。 N.82。完存。

2.8 IABCDE 

(2.3)IACDF 

1 

褐色

1 

黒灰色

2 

ロクロナデ。天井部回転箆削り。 N.45。ほぽ完。つまみ欠

失。

ロクロナデ。天井部手持ち箆削り後ナNo.107。 l/2。接地面はかえ

デ。平滑でやや光沢を持つ。 り部。
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第32図 1号住居跡出土遺物（5)

大きさ (cm)
士 色焼調成 出土位置・残存率

器種番号ロ径 I底径 1器高 胎
手 法 の 特 徴

須恵蓋 121 9.8 2. 4 ABCDEF 淡褐色 ロクロナデ。天井部下位手持ち箆削り N~49。ほぽ完。つまみ欠

1 後ロクロナデ。平滑で光沢を持つ。 失。接地面は口縁部。

蓋 122 8. 5 2.1 F （多） ABC黒色 ロクロナデ。天井部下位手持ち箆削り N~98。ほぽ完。つまみ欠失

D 1 後ロクロナデ。 部粗い箆削り後ナデ。

蓋 123 10.1 3. 6 D （多） ACE 黒灰色 ロクロナデ。天井部手持ち箆削り後ロ N~l05。ほぽ完。

F •黒色粒子 1 クロナデ。

蓋 124 11. 9 3. 1 ABDF 褐色 ロクロナデ。天井部手持ち箆削り後ナ Nn223。完存。接地面は か

1 プ-・o えり部。

蓋 125 1 0. 9 2. 7 ACDEF 黒灰色 ロクロナデ。天井部手持ち箆削り後ナ N~84。完存。

1 プ-―・o 

芸- 126 10. 3 2. 5 AC・2mm大小 黒灰色 ロクロナデ。天井部下位手持ち箆削り Na88。ほぽ完。接地面はか

石 2 後、天井部全体ナデ。 えり部。

蓋 127 10. 0 1. 7 CE 灰褐色 ロクロナデ、天井部手持ち箆削り後ナ Nu201。ほぽ完。

1 プ-―・o 

蓋 128 10.1 I. 7 CDF。砂粒多 暗褐色 ロクロナデ。天井部手持ち箆削り後ナ Nu208。ほぽ完。つまみ欠

し。 1 プ-―•o 失。接地面はかえり部。

蓋 129 10. 6 2. 2 ABCDEF。 淡褐色 ロクロナデ。天井部手持ち箆削り後ナ N,228。ほぽ完。つまみ欠

砂粒多し。 1 プ-｀•o 失。接地面はかえり部。

蓋 130 10. 2 2.6 F（多）AB（少） 黒 色 ロクロナデ。天井部手持ち箆削り後ナ Nn257。ほぼ完。つまみ欠

CD 1 プ-• 0 失。

蓋 131 11. l 2. 7 ABCDE。砂 褐色 ロクロナデ。天井部手持ち箆削り後ナ N~86 、 230。ほぽ完。接地

粒多し。 1 プ`―•。 面は口縁部。

蓋 132 (9. 4) (3. 0) CDEF 淡褐色 ロクロナデ。天井部手持ち箆削りの後 N~209。 1ん。接地面は口縁

1 天上部上位ナデ。 部。

坪 133 10. 5 3. 9 BD（少）、緻密。 淡灰色 ロクロ水挽き整形底部及び体部外面下 N~85。辺。搬入品。
1 半右回転ヘラケズリを施す。

坪 134 (9. 5) (6. 3) (3. 4) BCDF・2mm 橙褐色 ロクロナデ。体部外面下位回転 箆削 カマド付近。 2ん。底部外面

大小石 4 り。底部外面回転箆削りと思われる。 磨滅著しい。在地産か。

坪 135 9. 8 5. 4 3. 3 ACE 青灰色 ロクロナデ。体部外面下位回転箆削 N~330, 337。ほぽ完。在地
1 り。底部外面手持ち箆削り。 産か。

坪 136 9.1 6.3 3. 2 ACDE 灰色 ロクロナデ。体部外面下位回転箆削 N~249。ほぽ完。搬入品

1 りo底部外面回転箆起こし。
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八幡A

大きさ (cm)
土 焼色調成 出土位置・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

口径 1底径 I器高

須恵坪 137 9. 3 5. 5 3. 4 ABCE 灰色 ロクロナデ。体部外面下位回転箆削 No.79。4ん。搬入品。

1 り。底部外面回転箆切り。

坪 138 (9. 8) 3.6 C 灰褐色 ロクロナデ。体部外面下位 ・底部外面 N~220。[。在地産か。

1 回転箆削り。

坪 139 11. 4 8. 8 3. 3 CE 茶褐色 ロクロナデ。底部外面手持ち箆削り。 Na81。ほぽ完。口緑部は殆

2 ど破損。混入か

長頸瓶 140 (8.4) (8. 5) DE、胎土精選。 灰黒色 ロクロナデ。 A区c区匹士。口頸部lん。
1 内外面に自然釉付箔。

平瓶 141 5. 2 (5. 4) DE、非常に細 灰色 肩部、胴部外面カキ目後、底部外面手 艇士。胴部ほぽ完。口頸部

かい粒子。 1 持ち箆削り。肩部にポクン状突起一対。 欠失。肩部に自然釉。

甕 142 (13. 7) (7. 6) DE 黒灰色 ロクロナデ。口頸部中位櫛描波状文。 N.371。口縁部’I5o

2 胴部外面叩き目痕、内面叩き青海波文。

瓶 143 6. 2 (9. 7) 黒色粒子・細砂 灰色 ロクロナデ。胴部外面下位回転箆削り。 N~159。 1ん。胴部外面上位

灰粒、緻密。 1 底部外面手持ち箆削り。内面にひずみ。 に自然釉。

商坪 144 (16. 4) (15. 6) 15. 4 BE・2mm大小 灰色 ロクロナデ。坪体部外面中位回転 ・手 怜366。坪部惰。脚部2ん。

石（少） ACF 1 持ち箆削り。内底部不規則なナデあり。 二方二段のスカジ。

大溝（第34図）

13 • 14区に位置し、調査区を斜めに横断する形で北

流する。西岸にほぽ接するように 1• 2号溝跡が存在

するが、大溝跡とは時期を異にする。規模は上幅約 4

m、下底幅1.5~2.5m、深さ1.2m前後を測る。ロ

ーム層を掘り込みつくられているが、下面は砂裸層ま

では達していない。底面はやや凹凸があり、壁は緩や

かに立ちあがる。

覆土は、上層から中層にかけて火山砂粒が認められる。調査時の所見では、第1層の火山砂粒は

~1 

゜
10cm 

第33図大溝出土遺物

浅間A軽石、第 5層以下のそれは浅間B軽石と判断されている。出土遺物は少なく、図示した坪以

外には土師器杯、須恵器坪・甕などの小片があるが、いづれも磨滅している。

同様な溝跡は、熊野太神南遺跡からも検出されているが、本遺跡に比して規模が大きい。また、

本遺跡南西にあたる将監塚遺跡では、長さ 600mに亘って南西から北東に向け、直線的に延びる大

溝が調査されている。更に上里町教育委員会による試掘調査によれば、将監塚遣跡大溝の延長部が

本遺跡南方300m の地点で北方に屈曲することが確認されている。この結果からみれば、本遺跡大

溝は将監塚遺跡大溝に上流で繋がるものと考えられよう。しかし、規模の点でやや見劣りし、むし

ろ熊野太神南遺跡大溝を本流とし、本遺跡大溝は分岐した枝溝と考える方が妥当かもしれない。

溝の掘削時期は不明だが、奈良～平安時代を中心に機能したものと考えられる。

大溝出土遺物 （第33図）

須恵器坪。推定口径12.9cm、同底径6.3cm。器高3.8cm。灰色を呈し焼成はやや不良。胎土B、

D、Eを含む。底部回転糸切りと思われるが磨滅著しく不明瞭。覆土出土。凶残。
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1褐色土 火山灰（浅間A) 13．明掲色土 12屈類似

含 ］4．明掲色土火山灰（少）

2．暗褐色土火山灰（多） ］5．黄褐色土火山灰（少）

3．掲色土 ローム粒含 16．暗褐色土火山灰（微益）、ロ

4．暗掲色土 ーム（多）、炭化粒

5．黙褐色土火山灰主体 （少）

6．暗掲色土火山灰粒子（多） 17．賠褐色土火山灰含まない

7．暗掲色土火山灰粒子（やや 18．暗褐色土 16屑類似

多） 19．暗掲色土やや粘牲、炭化粒

8．暗褐色土火山灰（少） （多）

9．賠褐色土火山灰（多） 20．褐色土 やや粘骰、小裸少

10．暗褐色土火山灰（やや多） 益滉在

11秘色土 火山灰（やや多） 21．掲色土 ローム粒混在

12秘色土 火山灰（少） 22．褐色土

13、明褐色土 12府類似 23．褐色土 ローム粒斑点状

に混在（多）

＼ 

O 2m 
l ~ l 

第34図大溝1 • 2号溝跡
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1~6号溝跡（第34~36図）

1 • 2号溝跡は、大溝西側に平行して延びるが、明らかに大溝覆土を切って掘削されており、ま

た、覆土に浅間A軽石を含むことから、近世以降の掘削と思われる。

3号溝跡は 1号住居跡の西側に位置し、ほぽ、南北方向に直線的に延びる。 上幅約65~85cm、

深さ 25~40cmを測り、北壁にテラス状の段をもつ。出土遣物はないが、覆土中に浅間A軽石が含

まれるため、近世以降の掘削と考えられる。

A 99如 m __E ／ 

B B' 

1.暗褐色土火山砂粒（少）

2.黒褐色土 ローム粒、スコリア（少）

c C 

0 20l , 
l l i 

A93•om ＿五

＼ 
旦— B: 

．立＿ユ．

O 2m 
I l 

第35図 3 • 4号溝跡
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4号溝跡は調査区中央附近で検出され、ほぼ東西方向に延びる。上幅0.8~lm、深さ25~30cm

前後を測る浅い溝で、断面は箱薬研に似た形態を呈するが、やや崩れている。出土遺物はなく、時

期も不明である。

5 • 6号溝跡は 3 • 4区に位置し、竪穴状遺構を切ってつくられており、僅かに蛇行しつつ東西

方向に延びる。 5号溝跡は竪穴状遣構のなかで 6号溝跡に合流するものと思われる。出土遺物はな

く、時期も明らかにし得ない。

8 B' 

冒

＼ 

A 73.60m 

゜
2m 

第36図 竪穴状遺構5 • 6号溝跡

竪穴状遺構（第36図）

3 B • 3 C区を中心に位置する。南及び北壁の一部は不明であるが、残存部で長径5.8m、短径

3.7m前後の不整楕円形を呈し、壁高は南壁部で約25cmを測る。

に浅い皿状の落ち込みが存在する。

底面中央よりやや北寄りの位置

覆土より加曽利E式期の土器片が10余点検出されたが、炉．柱穴等の施設は未確認であり、住居

跡であるとの確証は得られなかった。
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3. B地点の遺構と遺物

1 • 2号住居跡（第37• 38図）

2 Q • 2 R区中心に位置する。当初1号住居跡は2号住居跡の張り 出し部と考えたが、 土層観察

の結果2軒の重複と判断した。 1号住居跡は2号住居跡に切られ、 北東隅部のみ検出された。深さ

は約50cmを測り、出土遺物はない。

2号住居跡は 1号住居跡同様大半が調査区域外にかかるため、東壁と北壁の一部のみ調査できた。

規模は東壁4.7m、北壁2.lm程残存し、深さは確認面より0.6mを測る。形態は不明確であるがほ

ぼ方形プランを呈するものであろう。主軸方位N-72°3011-Eを示す。床面はほぼ乎坦で堅く 、北

，も

ヽ

2号住

゜゚

゜゚

ゃ

゜
2m 

旱 ．40m

2.黒褐色土 小礫（径]cm前後）少量含

3.淡茶褐色土小礫、砂粒（少）

4.茶掲色土 小礫、炭化粒（微盤）

5.茶褐色土 4層類似

6.暗茶褐色土 炭化粒、ローム（微址）、砂粒、小礫（多）

7.淡茶掲色土 焼土粒、小礫、ローム（微量）、砂粒（多）

8.茶褐色土 小礫（微盤）、ローム、砂粒（多）

9.暗茶掲色土 ローム、炭化粒（微磁）

10.黒掲色土 小礫（微謎）、炭化粒（多）

］］．茶褐色土 小礫、炭化粒（微最）

12.黄褐色土 焼土、炭化粒、小礫（微罷）、粘質

13.黄褐色土 焼土（多）、炭化粒（微最）、粘質

14.黄褐色土 粘質土

15.黄褐色土 淡茶褐色土、ローム混在

16.黄褐色土 ローム質

17.暗茶褐色土 ローム、炭化粒、（微量）

18.暗茶褐色土 ローム（多）、炭化粒（微址）

19.黒掲色土 ローム、炭化粒（微最） _p;_ 

第37図 1 • 2号住居跡
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東隅には白色粘土塊が置かれていた。カマドは東壁に設けられ、斜めに立ちあがる煙道は壁外に約

60cm延びる。

出土遺物は少ないが、図示した2点の土師器杯は床面付近から検出された。

叫
・̀
8
 

A 7317m 

夏

!1 
L 暗黄掲色土 焼土粒子（少）束/;1'{ 9.暗賀掲色土粘質土、焼土渇き含

2.黙褐色土 炭化物粒子、焼土粒子含 ］0.賠賀掲色土粘竹土、砂梨（やや多）、焼土含

3.暗掲色土 粘fi土粒、小プロック混紅炭化物 11．賀褐色土 粘性（強）、焼土粒子、炭化物粒子

粒子、焼土粒子（少）、やや粘竹 （少）

一ざ, 4.暗黄掲色土 焼土粒子、炭化物粒子（少） 12.暗黄褐色土粘質土プロソク含、焼土粒子、炭化

5.黄褐色土粘骰土、焼土塊混在 物粒子、砂礫混在

6.暗褐色土 粘質土と砂11土（地山）との互層、 13.暗褐色土 粘質土（少）、焼土塊（少）、炭化物粒

焼土塊やや（多） 子（やや多）

7.暗褐色土 焼土粒子、炭化物粒子（少） 14.賀褐色粘土

8.暗黄褐色土粘質土、砂礫（多）、ロームプロック ］5.暗褐色土 粘牧土

含 16.暗黄褐色土粘質土、焼土粒子（少）

8＇．黄褐色土 8層類似 ］7.黒褐色土 粘質土、梨（少）

゜

言 2

第39図 2号住居跡出土追物

1m 

第38図 2号住居跡カマド

2号住居跡出土遺物 （第39図）

器種 1番号こ］底さ径］こ I胎 土：： 一 手法の特徴

土師坪 1 (12.9 ( ((4.0)(BDEF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。

2 

坪 2 I 12. 5 I I 3. 7 IE F （少） AB褐色 体部外面箆削り 。口縁部横ナデ。
2 

゜
10cm 

出土位置・残存率

-Nall、12、15。2ん。

N~ 7、8、9。辺。
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1号掘立柱建物跡（第40図）

lM、 lN区に位置する。遺構確認段階では溝状遺構と把えたが、掘り進めるにつれ、柱穴掘り

方を浅い溝で連結した所謂「溝もち」の掘立柱建物跡と考えるに至つた。調査区域外にかかるため

全体の規模は判明しないが、東西 1問、南北2間分が調査された。主軸方位はN-70°―Eを示す。

柱穴掘り方は不整方形を呈し、確認面からの深さは比が65cmとやや浅いが、他は80~90cm掘

り込まれている。柱痕（抜き取り痕か）は P3で確認された。柱間寸法は P2、P3間、 P3ヽ 巳間とも

に230cm前後と考えられる。柱穴掘り方埋土は（黒）褐色土とロ ームブロックが混在し非常に固

く、柱痕埋土との相違は明瞭である。

出土遺物は僅かで、土師器杯、甕の細片が検出された。

ー

゜ B-

y ． 

E
O
-
c
L
V
 

．旦＿ 一且， 1．掲色土 焼土、ローム粒子含、軟質
2.暗褐色土とロームプロックの混土層
3.黒掲色土 ロームプロック（少）
4.黒褐色土
5.暗掲色土

゜
2m 

第40図 1号据立柱造物跡
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言
gは
.3
0
m

1w 
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＼‘、:認土口｀‘、‘

、̀̀̀‘｀一•-戸‘’
A-

＼ 

Ull

□Ull 
A’ 

口

旦 一旦'

］． 暗掲色土

2.茶掲色土

A.掲色土

B.黒掲色土

炭化粒、焼土（少）

ロームプロック混在

口
D 73.10m 

” 
m
 

ー
2

゜

ク

る
ッ
ま

五

｀

[

ム

堅

ム

し

質

一
在

一
＜

軟

口

混

口

堅

土色掲黒

;,._ 73.10m A‘ 

c
 

第41図 2号掘立柱建物跡 3号溝跡
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2号掘立柱建物跡 （第41図）

1号掘立柱建物跡の南側約6mの調査区中央附近に位置し、 3号掘立柱建物跡と接する。調査区

の制約及び攪乱のために全体の規模は不明だが、桁行 3間（＋ a)、梁行2間の東西棟の建物と考

えておく。主軸方位はN-70°-Eを示し、 1号掘立とも同一軸である。

北側桁行の P3ヽ E間、p5ヽ 比間は浅い溝で連結し、所謂「溝もち」掘立の特徴を備えてい
る。

柱穴の掘り方は長径90~110cm、短径70~100cmの方形もしくは不整方形プランを呈し、 深さは

70~90cmに達する。掘り方はロームブロックを混在する土で埋め戻され、非常に堅く突き固めら

れている。 P1、P4、P6では径20~30cmの円柱状の柱痕が明瞭に検出された。柱間寸法は梁行が220

cm、桁行210~220cmと考えられる。

出土遺物は少ないが、柱穴掘り方及び柱穴を連結する溝部分より土師器杯、甕、須恵器甕等の細

片が検出されている。また恥東側の確認面及びそれより浮いた高さで須恵器大甕と礫1個が検出さ

れた。これはあたかも据え置かれていたものが（故意に？）破砕されたかのような状況で出土して

おり、破片の一部は2号掘立柱建物跡比掘り方の上面にも散布していた（第142図）。このことから

須恵器大甕は2号掘立に伴うものかまたは掘立廃棄後に位置づけられ、掘立柱建物の時期を限定す

る材料ともなろう。

゜

＼ `̀ 

厄
3 

凶＞―
◄ 

炉

t．迦

令

｀ 

'' 
’’ '' 
’’ ＇ 

，
 ，
 

＇ ＇
 ，
 
9

,

'

 ゜
阿
，
 

濤 3

9 , 

'' ＇， 
＇ , 9 

第42図 2号掘立柱建物跡東側須恵甕出土状況
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2号掘立柱建物跡東側出土遺物（第43図）

須恵器大甕。口径34.8、推定高80.5cm。底部は歪み著しく凹凸あり。須恵器甕片熔着。口縁横

ナデ。胴部外面平行叩き、部分的にナデ消す。内面ナデ。叩きあて具痕は残らない。胎土C、D、

E含。青灰色。焼成良好。口頸部出、胴部下位広残。胴部中位欠失し、その上下は接合しない。

―一
一

さ
~し

--

第43図 2号掘立柱建物跡東側出土遺物
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3号掘立柱建物跡 （第44図）

2号溝跡とともに調査区で最も東南寄りに位置する。南北列 3間、東西列 3間分が検出された。

巳北側に柱穴は存在しないことから、調査区東側に広がる桁行 4問以上の東西棟の建物跡と考えら

れる。しかしpl東側の柱穴は 2号溝跡により破壊されたと考えられ、全容は不明とせざるを得な

い。また調査時には建物跡西側にある P11~13をも 3号掘立に含めて考えていたが、間隔が不規則

であることや柱穴深度が著しく異なることから除外した。主軸方位はN-85°-Eを指す。

柱穴は調査区中央附近の建物跡とは異なり、不整円形を呈し、径50~80cmを測る。深さは Pぃ

p7の隅柱と凡が30~40cm、その他は20cm以下と全体的に浅く、底面の形状も凹凸が目立ち一定し

ない。柱穴の並びは妻柱穴は直線的に揃うが、側柱の P2、p3はやや外側に膨む側向にある。

柱間距離は、桁行 160~180cm、梁行 130~200cm前後とばらつきが大きい。特に梁行で顕著で

p4、P5間が広く 200cm、P5~P7間は 130cm前後と間隔が詰まっている。覆土はロ ームブロック混

りの黒褐色土で構成され、柱痕の確認されたものはない。

01 

゜―-____, / I r -

口
|)> 1)> 

）` 

゜
｀》〇〇 □〉旦I，，転 oI ⇒’ B 

， 2m 

第44図 3号掘立柱建物跡
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出土遺物には土師器細片が微量あるだけで、時期は明確にし得ない。ただ先述したように桁行柱

穴が 2号構跡により破壊されたと考えられることから、 2号溝跡よりも古く位置づけられて良いも

のと思われる。

4号掘立柱建物跡（第45図）

調査区中央附近の 1号、 2号両建物跡に狭まれた間に位置する。 E西側に柱穴が検出されない点

にやや疑問もあるが、一応掘立遺構と考えられる。南北2間、東西 1問分の検出に留まり全体の規

模は不明である。南北列に直交する方位を主軸とすればN-83°―Eとなる。
P1~P3は2号掘立柱建物跡の柱穴掘り方と共通する大型で方形の柱穴で、 75~80cmの深さを有

する。 E~Pパま E~P3vこ比して小型（径50cm前後、深さ65~70cm)で円形の柱穴であり、廂柱

穴と考えられよう。身舎に相当するP1~p3はロ ームプロック混りの土で埋められ、堅く突き固めら

れている。柱抜き取り痕は P2で確認されたが、 2号掘立柱建物跡の様に明瞭ではない。また P3ヽ

p4は2号掘立柱建物跡と接するが、建物相互の重複関係は不明である。

出土遺物の量は少ない。 P1よりかえりを有する須恵器蓋口縁部片と土師器杯片、 P2より須恵器

甕片、 P3より土師器杯口縁部片が検出されたがいづれも細片で実測し得るものはない。

2

0

3

 

A
 

roi◎ 

｀
 E

O
N
.
e
L

8

 

゜
2m 

第45図 4号掘立柱建物跡
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1号溝跡（第46図）

2F~lHにかけて検出された。上幅は60~90cmを測り、ほぽ直線的に南北にはしる。 底面は

凹凸が激しく一定しない。覆土中より近世のものと思われる天目茶椀片が出土した。

2号溝弥 （第46図）

A区に位置し、南西から北東に向け延びる。幅は一定せず0.7~1.2mを測り、北側に一ヶ所土城

＼
 “ 

｀ 

＼
 

“ ゜
2m 

I.暗褐色土 ロームフ~ロ ッ ク（少）

2.明掲色土 ローム粒子（少）、焼土・炭化物粒（微屈）

3.黄褐色土 ロームプロ ック

4.黒掲色土 ロームプロ ック、粒子（やや多）

5.ロームプロ ックと明掲色土の混土府

6＿黒掲色土 ロームプロ ック（やや多）

7.茶掲色土 謀掲色土、ロームプロック混在

三
゜

10cm 

第46図 1 • 2号溝跡、2号溝跡出土追物
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様の突出部をもつ。この突出部を含め溝全面に亘り、拳大程度の大きさの礫が投棄されたような状

況で多量に検出され、それらに混じって土師器杯、甕などの破片が出土した。なおこの溝跡は 3号

掘立と重複関係にあるが、礫の出土状況からみても前者の方が新しいものと考えられる。

2号溝跡出土遺物（第46図）

土師器台付甕口縁部。推定口径13.3cm、残存高5.0cm。口縁部横ナデ。胴部上位横方向のヘラ

ケズリ。胎土にA、B、C、D、F含む。焼成普通。暗茶褐色。口縁部％残。

1 • 2号土壊、ピット（第47図）

1、2号土渡は 1~2 I区に位置し、両者はほぽ接する。プランは隋円形に近い不整形を呈し、

底面は凹凸が顕著で一定しない。遺物は土師器杯、須恵器の杯と蓋の細片が少羅検出された。

ピットは掘立柱穴以外のものを図示したが、 P7と比は 1号掘立の廂柱穴の可能性も捨て切れな

い。逆にP11~13は当初 3号掘立の一部と考えたが、列が不揃いで深さも異なるので除外した。

二二こ二
土疇1 土疇 9

A90m 」．

冒3:。
紅3心m △'. 

ム。~,¥'｀三曇亨
.Az422m A‘ A13Xmm ....A'. 

｀ 
紅3,20m A’ △73.mm ...A9 .a......e'. 

贔昌 にヽ 止

尋◇a°] ・0'¥ 唸ヽ E 

P15 

_A_72.70m JS_且且： C C’ 
△72.mm  4ざ A 73.10m t< 

“ `‘翠 U “ ̀  ゜ 2m 

第47図 1 • 2号土堀，ビット
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熊野A

V 熊野太神南遺跡の調査

1. 遺跡の概観

熊野太神南遣跡は上里町嘉美1533-1他に所在し、八幡太神市遺跡と今井造跡群G地点とに狭ま

れた地点に位置する。調査区域は道路により 2分割され、その北西側をA地点、南東側をB地点と

呼称する。追跡の標高は73.Sm前後を測り、ほぼ平坦な台地上に占地する。

発掘調査は、昭和54年度、県文化財保護課により道路拡幅部を対象に史施された。調脊方法はグ

リッド方式に基づく。狭長な調査区の長軸に平行して10m毎、それと直交して 3m(A地点）、 2

m CB地点）問隔に杭を打設し、 lOx3 m CA地点）、 lOx2m CB地点）を甚準とするグリッ ド方

眼を設定し、調査を進めた。なお全測図のなかで調在区枠外の数値は第lX系の国家座標値を示す。

A地点より検出された遺構には、奈良～平安時代を中心に機能したと考えられる大溝跡 1条の他

土渡12基を数える。

大溝は八幡太神南遺跡でも検出されているが、両者とも上流で児玉工業団地内の将監塚遺跡で調

査された大溝跡と合流するものと推定される。特筆すべき遺物と して墨書土器がある。大禍匹土中

より 出土したもので土師器杯の底部に「口問郡」と判読し得る文字が記されていた。 この大滞北側

からは土激が群在して検出された。 これらは何れも不定形をなし、 底面の凹凸も顕著である ところ

から人為的な掘り込みとするには疑問も残る。隣接する八幡太神南遺跡にはこの種の土渡はみられ

ず、大溝との関連で理解すべきであろう。

B地点検出の遺構には真間期の竪穴住居跡 1軒、土渡 4基、 ビット2本がある。 これらの遺構は

調査区中央からやや東寄りの地点にあり、大溝に近い両側には遣構は分布していない。

2. A地点の遺構と出土遺物

大溝跡 （第49図）

調査区中央部に位置し、斜めに横断する形で検出された。流路方向は調査区が狭いため明確では

ないが、ほぽ南西から北東方向を向くものと思われる。 上幅約10m、深さは地表面より約2Illを測

る大規模な溝跡で、ロ ーム層下に堆積する砂礫層を掘り込んでいる。底面の形状は凹凸があり一定

しない。覆土の中～下層には砂礫の堆積が認められ、当時も砂礫を運搬する程度の水流があったこ

とを裏付けている。また土層観察によれば、数度に亘り流路の変更が行なわれた様相が窺われる。

このことは現在の溝跡は溝掘削当時のものではなく 、度重なる流路変更による最終的な姿を示すも

のと捉える ことができよう。

出土遺物は土師器杯、甕、壺、須恵器坪、瓶などがあるが。磨滅している例が多い。特筆すべき

遺物として大溝ト レンチより 出土した墨書土器があげられる。 これは士師器杯の底部外面に「口間
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第48図 熊野太神南追跡全測図
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E
尺
．E
a

1 A 黒褐色土表土

1 B 黒褐色土やや粘質

1 C 黒褐色土

2 A 茶掲色土 火山灰（多）、粘質

2 B 茶褐色土火山灰（少）

2 c 茶褐色土細砂（多）粘性弱い
2D 茶掲色土粘性強い

2 E 茶褐色土 0.5~1cmの礫（多）

2 F 茶褐色土礫含まず、粘性（強）

2 G 茶掲色土 2 Cに近似

2 H 茶掲色土 2Bに近似

2 I 茶掲色土小礫（少）

3A 暗茶褐色砂質土

茶褐色土（少）混在

3 B 暗茶褐色砂骰土

鉄分が縞状に某積

3 C 暗茶掲色砂貨土

粘土粒（少）含む

4A 黒褐色砂質土

黒色砂で構成され

ふ粘土粒（少）

4 B 黒掲色砂質土粘土粒（少）

5 A 暗茶椙色土 火山灰（少）、粘

性強い

5 B 暗茶掲色土 火山灰（少）

5 C 暗茶掲色土 火山灰、ローム

粒（少）、粘性強い

暗茶褐色土 ローム（多）

暗灰色粘質土

暗灰色粘質土縞状の鉄分集

積層含む

6 C 茶褐色土酸化砂質土主体

5 D 

6A 

6 B 

O 2m 
l l I 

第49図 大溝跡
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第50図大溝跡出土遺物（1)
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熊野A

郡」と判読できる文字が記されているもので、この文字以外にも墨痕が認められるが判読不能であ

った。この土器の正確な出土位置は不明だが、あまり磨滅した様相は認められない。

下二ご□／

ロニロ］〔25
24 

23ロニロニロ”
゜

10cm 

第51図大構跡出土辿物(2)

大溝跡出土遺物観察表（第50• 51図）

大 きさ (cm)

土 11竺焼三成 出土位府 ・残存率
I 

器種番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ経l底経 l器高
土師坪 1 (12. 4) 4.5 ABCE 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。内面 西側砂利附下。 2/so

2 上位脳滅。

坪 2 (13. 3) (3. 0) ABEF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 艇土上囲。沼。

2 

坪 3 (11. 2) (3. 2) ABCD 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。器面 昧図。 l/60

1 磨滅。

坪 4 (12. 0) 4.0 F （少） ABC 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。器面 西岸。 l/4o

DE 1 底滅。

坪 5 (12. 8) (3. 7) ABCDE 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。器面 西岸。辺。

2 磨滅。

坪 6 12. 4 3. 5 BC 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 西レヽ証砂利阻下。 3ん。 内面

2 赤褐色。

坪 7 (14. 2) (4. 8) ABCE 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。器面 臣土上屈黒褐色土中。惰。

1 朋滅。

坪 8 (16. 6) (4. 6) BCE 橙褐色 体部外面箆削り，内面箆ナデ。口縁部 殷土上屈。惰。

2 横ナデ。

坪 9 (14. 2) 5.4 ABCDE 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。器面 覆士。 lん。

1 磨滅。

坪 10 14. 6 4 7 CF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 裂土。 2ん。

2 
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熊野A

大きさ (cm) 色調
器種番号 胎

口径 1底径 1器高
土 手法の特級 出土位四・残存 率
焼成

土師珀 11[ 12.o I 9.1 I 3.1 [Be 褐 色 I底部外面箆削り 、内面指頭押圧後ナデ。 1四土。 2/8

2 口縁部横ナデ、内面に及ぶ。

坪 I 12 I 14. 1 I 11. 1 I 3. 2 IB（多） F(多） 褐 色 底部外面箆削り。口縁横ナデ。体部外塑土（東トレンチ南方）

AC I 1 面ナデ。内面底部螺旋体部放射状暗文。り。体底部外面墨密あり

小即紀 13I (8. 4)1 I 6. 7 I B C D 橙褐色 体部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部中央部砂利翔。叫。

小型壺I14 1c11. o) 

須恵I15 
長頸瓶

坪 |16I 15. 9 

壺 I17 I 9.9 

高台椀 18 7. 8 

土師壺 19 (10. 3) 

壺 20 (20. 6) 

壺 21 (21. 0) 

壺 22 (29.0) 

壺 23 （ （ 22. 6) 

壺 24 21 4) 

烈 I25 1c21. 4) 

甕 I26 I 22. 4 

甕 I27 IC23. 4) 

2 横ナデ。

(6.5)1AB C I橙褐色 胴部外面箆削り。口縁部横ナデ。胴部 I西側砂利閃下。 1/,0

2 内面箆ナデ。

(13.5)1ACDEG I淡灰色 頸部内外面横ナデ。二条の沈線を 2段 1覆土。頸部％。

2 施す。

4.5 ICE I灰褐色 ロクロナデ。底部外面回転箆削り。底大溝深部。 2/3。 内面色調

3 部内面不定方向のナデ。 茶褐色。

(3. 5)1c E I灰色 底部外面箆削り後高台部貼付け。体部覆土。底部完存。内面茶褐
2 ロクロナデ。 色。

(2. 4)IB CE 灰褐色 底部外面回転糸切り後高台部貼付け。 裂土上層。底部完存。

2 体部ロクロナデ。

(13.Z)IAB C 茶褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部中央部砂利屈下部。頸部

2 横ナデ。 惰。

(9. 4)IF （少） ABCI褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部中央部砂利図下部。口縁部

E 

(7.5)1B CD E 

(8. 2)1A BCD 

2 横ナデ。 ％。

橙褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部中央部砂利層下部。口縁部

2 横ナデ。 叫。

橙褐色 胴部外面箆削り ，内面箆ナデ。口縁部西側砂利粗下部。 lん。

1 横ナデ。

(21. 5)IA BCD E。 1 淡褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部覆士上思。口縁部沼。 胴

~2 mm大小石。 2 横ナデ。 部凶。

ClO. 4)IA BCD E 橙褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口緑部西北部覆土。 l/90

2 横ナデ。

(6.2)IAB CE I橙褐色 胴部外面箆削 り、 内面箆ナデ。口緑部 1覆土。口緑卸／40

2 内面箆ナデ外面指頭押え後、横ナデ。

(4.6)IABCDE I赤褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 1覆土。口緑部1/2o

1 横ナデ。

(5.0)IAB C I橙褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 1摂土。口縁部辺。

1 横ナデ。

1~12号土壊（第52• 53図）

1~11号土凛は大溝北側一帯に群在する。北西に隣接する八幡太神南遺跡には土城群は検出され

ておらず、大溝北側の限定された区域にのみ集中して分布するという特徴的なあり方が認められ

る。

形態及び規模をみると定形化した平面形を示す例は一基もなく、底面も凹凸が顕著であるうえ深

さも一定しない。このような点を考慮すれば、土猥群を人為的な掘り込みと見倣すには若干疑念が

残る。逆に自然地形と断定し得る根拠もないが、大溝との関連性のなかで捉えれば、大溝の氾濫に

より生じた窪地とする見方もできるかもしれない。同様に12号土渫も単独の土渡とするよりも、む

しろ大溝の一部と考えた方が自然であろう。

土猥群の覆土は、ロ ーム粒子混りの暗褐色～黒褐色土を基調とし、焼土粒子を若干含むものとみ

られる。

出土遺物は少ないが、土師器杯・甕、須恵器蓋や瓶などが検出されている。
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熊野A
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A 73.oom ＼
 

一ぢ．

゜
2m 

第53図 12号土敷

1~4 • 6号土塘出土遺物 （第54図）

大き さ (cm) 色調

器種番号口径 I底径 1器高＼胎 士焼成 手 法 の 特 徴 出士位 慨・残存率

士師壺|1lc20. o)I I cs. 5)1 F （少） ABC[橙褐色 1胴部外面箆削り、内面暦滅。口縁部横仕堀 1。口縁部％。

壺 I2 1c22. 3) 

嬰 I3 1c21. 6) 

椀 I4 IC19. 2) 

DE 1 

(11. 0) ABCE 橙褐色

2 

(13. 7) ABCDE 褐色

2 

(5. 3) BCDF 橙褐色

2 

3.7IABCD 

ナデ。

胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 I土檄1。口縁部 1ん。
横ナデ。

胴部外面箆削り、内面箆ナデ。 口縁部 l土檄2No.1。口縁部惰。
横ナデ。

体部外面箆削り、内面磨滅。口縁部横 I士堀 2No. 2。lん。
ナデ。

1褐色 体部外面箆削り、上位未調賂。口縁部士城 3Nn 2。沼。 内面は

2 横ナデ。 橙褐色。

甕 I 6 I 22.s I IC31.o)i砂粒（多）。 F 茶褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部土堀 3No. l。口縁部2ん。

（少） ABCDI 1 横ナデ、口縁部外面鋭利な工具痕あり。胴部3ん。

須恵瓶17 | | 7.8 |(12.5)CE （少） I灰色 胴部外面下位回転箆削り。底部外面周土町 o 底部完存。 体部
2 辺回転箆削り後高台貼付け。中央ナデ。％。釉がかかる。

土師刷 8112. 4 I I 4. 3 IA B （多） CD橙褐色 体部外面箆削り、上位末調整。口縁部土堀 6No. 1。l/2o

E I 2 横ナデ、内面に及ぶ。

須恵蓋I9 I 17.2 I I 4.5 jABCD 灰白色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 I土披6No. 2。lん。
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第54図 1~4 • 6号土狼出土辿物

3. B地点の遺構と出土遺物
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第55図 1号住居跡出土追物
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熊野B

1号住居跡（第56図）

2A、2B区中心に位置する。住居跡の約 1んが調査された。規模は東西3.56+ am、南北3.82

m、深さ 0.42m（北壁）を測り、方形プランを呈すると推定される。主軸方位は N-74°―Eを指
す。

床面は平担で竪く踏み固められている。壁も垂直に近い角度で立ちあがる。カマドやピットなど

の住居に付属する諸施設は、調査された部分からは検出されていない。

出土逍物は少ない。 1~ 3は南壁際から検出された。

＼ 

乙

e? 

•A A’ 

A72.20m A' 

゜
2m 

第56図 1号住居跡

1号住居跡出土遺物（第55図）

大きさ (cm)
土 焼色調成 出土位置・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 I底径 1器高

士師坪 1 13. 0 4.6 B （多） ACD 橙褐色 体部外面箆削り、上位未調堅。口縁部 N~ 2, 4。ほぽ完。

E 3 横ナデ。

須恵坪 2 (17.5) (6. 9) D （多、大粒） 灰色 ロクロナデ。体部外面下位箆削り（手 N~ 5。 口縁部惰。 器肉色

E 2 持ちか）。 調赤褐色。

坪 3 10 4 7. 5 3.5 E （多） D 青灰色 ロクロ ナデ。体部外面下位、底部外面 No. l。8ん。

1 回転箆削り。
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熊野B

1 ~ 4号土壊・ピット（第57図）
1 ~4号土痕は調査区中央部の 3A、3B、4A、4B区にかけて相互に近接して営まれている。

1号土渡は完存するが、 2~4号土渡は調査区域外にかかるため全容は不明である。

1号土凛は長径1.92m、短径1.70mのほぼ円形プランを呈する。深さは 15cmと浅く、底面の形

状は舟底状を示す。 2号土壌は 1号土渡同様円形プランを呈すると考えられる。残存部径1.66m、

深さ20cmを測る。

3号土吸としたものは底面の凹凸が顕著で、幾つかの土濃が複合した様な状況を呈する。残存部

の規模は3.72m x 2. 66 (+ a) m、深さは部分的に異なるが最深部で56cmを測る。平面形態は 不

整円形を呈するものと推定される。 4号土渡は0.78m x 1. 10 + a mの楕円形を呈するものと思わ

□ 9 

Aユ,.rom →’. 

口
旦>Om ---1!. 

冒
A90m ~’. 

A20m  一‘.

且・ 二a‘

•C 

一

a_ -」2'

a ,0m 一且＇
土壊 3

1.暗褐色土 細かい少屈の砂粒を含む

2.暗福色土粘性あり

3.黒掲色土 ロームプロックを含む

4.質掲色土 ロームプロック混在

5．．暗褐色土細かいローム粒子混在

6.暗褐色土粘性あり

7.暗褐色土細かいローム粒子混在

8.黒色土 ロームプロックとの混土層

゜
2m 

第57図 1~4号土吸
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熊野B

れ、深さは24cmを測る。その他、 1号土渡と住居跡の間に円形ピットが 2本検出された。 P1fま径

28cm、深さ25cm、P2fま径34cm、深さ17cmを測る。

出土遺物は 1号土猥から土師器杯、壺、須恵器蓋、杯など最も多く検出された。その他2号土渡

から土師器高台付坪、須恵器蓋、 4号土狼から羽口、 P1からは須恵器蓋が出土している。

こ三~1

ロニー--:::;}2
三三苓>4 

之 -6

ロニニス
下——三5?'- 10

3
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-
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／叫三 11

／三言竺三 12 三—13

口
ノ 14

゜
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第58図 1~4号土猿、ピット 1出土遣物

1 ~4号土壌、ピット 1出土遺物（第58図）

大きさ (cm)
土 焼色調成 出土位置・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 I底径i器高
土師坪 1 10. 4 3. 2 ACEF 褐色 体部外面箆削り。口緑部横ナデ、体部 士檄 1C区。完存。

2 内面に及ぷ。

坪 2 (14. 0) (3. 9) BDEF 橙褐色 体部外面箆削り。口縁部横ナデ。 土横 1b区。％

1 

壺 3 (23. 3) (6. 6) ABCDEF 褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ。口縁部 土披1a区。口縁部切。

1 横ナデ。

須恵蓋 4 (13. 4) (2. 2) DE 黒灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 士城 1b区。％。接地面

2 は口縁部。

蓋 5 (18. 6) (2. 4) DE  黒灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 土披 1d区。辺。接地面

2 は口縁部。
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大きさ (cm)I 
器種番号 胎

譴 l底径 l器高
土 焼色調成 手 法 の 特 徴 出士位 置・残存率

須恵蓋 6 (14. 3) (2. 2) DE 黒灰色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 土堀 IC区。 ＇ん。 接地面

2 は口縁部。

器 7 (16. 8) (1. 9) DE 灰色 ロクロナデ。 土檄1。1/90

2 

坪 8 (10 2) (3. 8) (6. 1) DE  灰色 ロクロナテ為体部外面下端回転箆削り 、土檄1b区。％。

2 底部外面回転箆起こし。

坪 ， (13. 4) (3. 5) (9. 0) DF 灰色 ロクロナデ。体部外面下端、底部回転 士堀1a区。 大溝西側砂利

1 箆削り。底部内面に「十」の箆書きあり。 孵下。惰。

土師 10 (8. 8) (1. 5) BDEF （士師器 茶褐色 底部外面高台貼付に伴うロク ロナデ。 土樅2。底部1ん。底部外面中

高台坪 の胎士である） 1 内面ナデ。須恵器様の手法を呈す。 央は磨滅により不詳。

須恵蓋 11 (2. 1) BDEF 灰褐色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 土樅2。惰。 磨滅が著し

2 内面ナデ。ロクロ右回り。 い。

蓋 12 (16. 8) (3. 1) B D E 灰褐色 ロクロナデ。天井部外面回転箆削り。 ピット 1襄土。 1ん。

1 

蓋 13 (12. 2) (2.1) BCDE 灰色 ロクロナデ。天井部外面回転（？）箆 ピッ ト1覆土。 惰。

2 削り後ロクロナデ。

輔羽口 14 残長 外径 厚さ BDF 橙褐色 ナデによる成形後、軽い箆削りにより 土堀4。1ん。孔径2.4cm

(10.1) 8. 4 3. 0 2 器面調整を施す。

□ 1 

こニニ=;/)2

ニニ —上―
-. I -. 

3 

O 10cm 

第59図 トレンチ出土逍物

トレンチ出土遺物（第59図）

大きさ (cm)
土 焼色 調成 出土位置 ・残存率器種爵号 胎 手 法 の 特 依

ロ径 I底径 1器高

須恵坪 1 13. 7 8. 2 3. 9 DEG、緻密。 灰色 ロクロナデ。底部外面回転糸切り後、 東トレンチ。 •/,o

1 周辺回転箆削り。

土師外 2 (12. 5) 3. 7 BCEF 褐色 体部外面箆削り、上位は未調整。口縁 西トレンチ南方。 1/so

2 部横ナデ、体部内面に及ぶ。

壺 3 (22. 8) (6. 9) ABCDEF 橙褐色 胴部外面箆削り、内面箆ナデ後、口縁 西トレンチ南方。口縁部

1 部横ナデ。 1ん。
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w 今井遺跡群の調査

1. 遺跡の概観

今井遺跡群は、本庄市大字今井字原屋敷1033-2他に所在し、熊野太神南遺跡と女堀川の沖積地

にある一丁田遺跡とに狭まれた 1km余りの間に存在する遺跡群の総称で、北廓遺跡 (A地点）と、

B~G地点の各遺跡が含まれる（付図 1参照）。

地形的にみると、神流川の開析によって形成された洪積扇状地上に立地し、標高は最も高いG地

点で73.5m、最も低い北廓遺跡で70m前後を測る。表土下にはロ ーム恩が発達し、各遣構はそれを

掘り込んで構築されているが、水田面（一丁田遺跡）に接する北廓遣跡の東半部では、ロ ーム暦が

削られ、暗褐色を呈する粘質の沖積土壌の堆積が認められた。

発掘調査は道路拡幅部の試掘調査結果に基づき、昭和57年度（北廓遣跡）から昭和58年度（今井

遺跡群B~G地点）にかけて実施された。なお、遺跡名称に閃しては、詞査区が非常に長く、地形

的差異が殆どないこと、また奈良～平安時代を主体とする遣構群が、調査区のほぼ全域に亘って分

布しており、明確に区別し得ないことから、当初、便宜的に付したA~G地点の名称をそのまま使

用した。但し、 A地点は調査時に北廓遺跡の名を冠したため、それに従った。

調査区域は、西今井の集落内をぬける幅 12m、長さ 1kmに及ぶ生活道路を対象とするため、交

通確保の必要上、道路幅の片側づつを数区域に分割して調査を実施するという変則的な調査を余儀

なくされた。このため道路中央から両側に跨って検出された造構は 2度に分割して詞査されている。

調査方法は、グリ、ノド方式に基づく。 北靡選跡については、路線に平行する 5X3ffiを基本とす

るグリッドを設定した。一方B~G地点においては、第lX系の国家座標に軸を揃えた 4x4mのグ

リッド方限を設定し、調査区全域をカバーした。

今井造跡群（北肛• B~G地点）において検出された遣構には、竪穴住居跡35軒、掘立柱建物跡

6棟、溝跡37条、粘土採掘哄3甚、土欺56恭、井戸跡 1基などがあるが、調査区内に敷設されてい

るガス管及び水道管、下水溝等の槻乱が欧しく迅構の造存状態は良好ではなかった。

竪穴住居跡は調壺区のほぽ全域から検出されたが、各住屈跡は数軒程度のまとまりを示しつつも、

全体的には散在的な分布傾向が窺える。時期的には、 7世紀後半から10世紀にかけて営まれた集落

の一部と推定され、掘立柱建物跡や井戸跡もそれに伴うと考えられる。これらの住居跡群のあり方

は、その継続時期も含めて、児玉工業団地内の将監塚・古井戸遺跡で検出された奈良～平安時代の

集落と共通する様相が認められる。

出土遺物は土師器、須恵器の日常什器が主体を占めるが、 B地点 1号住居跡から青銅製帯金具、

D地点 4号住居跡からは鉄製鍵と灰釉段皿が検出された。またG地点 2 • 5号住居跡からは、かえ

りをもつ須恵器蓋など 7世紀後半代に比定し得る士器群が靴羽口や鉄滓とともに出土している。

その他、中世後期頃と推定される溝跡が北廓遺跡から検出されている。 11号溝跡は直角に屈曲す

る規模の大きなもので、断定はできないが、館跡の一部である可能性も考えられる。
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第60図 今井遺跡群E~G地点グリット配揺図
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第61図 今井追跡群G地点全測図
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2. G地点の遺構と出土遺物

G地点遣跡は、今井遺跡群のなかで最も西寄りの本庄市大字共栄に所在し、熊野太神南遺跡B地

点に隣接する。遺跡の標高は73.5m前後を測る。

調査によって検出された遺構は、住居跡 5軒、掘立柱建物跡 3棟、粘土採掘壌3基、溝跡2条の

他、ピット群がある。

住居跡は 1• 2 • 5号住居跡と 3• 4号住居跡の 2群に分けられるが、比較的近接した時期に営

まれている。特に 2号・ 5号の 2軒の住居跡からは、須恵器杯・盤・かえりをもつ蓋と土師器坪．

甕類などの土器がまとまって検出されている。

掘立柱建物跡は、調査区中央部より 3棟重複して検出され、いずれも不整方形を基調とする、比

較的大型の掘り方を有する。そのなかで 3号建物跡は所謂「溝もち」掘立となる可能性がある。

粘土採掘激と考えられる土城は 3基検出され、 1某は住居跡の一部を破壊して掘られていた。

1号住居跡（第62図）

2K • 2 L区中心に位置する。 4.15x2.9mのやや不整な隅丸長方形を呈し、壁高は東壁部分で

18cm と浅い。主軸方位はN-58°—E を示す。床面は比較的平坦だが、全体的に軟弱で堅く踏み固

められた様な箇所はみられない。また、中央部に浅い溝状の落ち込みが認められ、遺物の多くは、

その周辺より出土している。

この住居跡の特徴は、カマドが設置されていないことで、一般的な住居跡とは異なる機能を想定

することも可能であろう。出土遺物には土器類の他、靴羽口 1点、鉄滓数点 (462g)がある。

.a 

ー

ー
JV

aュ3.30m __B' 

゜
2m 

第62図 1号住居跡
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ーニ1 亨二＼ （ 
己 ：ロニ／4

8 

ロ □ ｀ーニニロニ 0
』

10cm 

第63図 1号住居跡出土追物

1号住居跡出土遺物 （第63図）

号
大きさ (cm)

土 焼色調成 出 土位置・残存率
器種番 口径 I底径 1器高 胎

手 法 の 特 薇

須恵蓋 1 (10. 0) 2.6 ADE 青灰色 ロクロナデ。 天井部回転箆削り。 No. 7。1ん。ロクロ右回 り。

2 

土師坪 2 10. 5 3. 2 BCF 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~ 2。完存。

2 

坪 3 11. 1 4. 9 ABCDF・ 砂 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 No.18。ほぽ完。

粒 2 は未調整。

坪 4 (13. 4) 4.2 BC 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 No.6, 8。辺。

2 

坪 5 14. 7 3. 9 ABCDF 茶褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 No. 5。2ん。

2 は未調整、内面はナデ。

坪 6 (15. 2) 5. 0 ACF 橙褐色 口緑部横ナデ。体部外面箆削り。 N~ 2, 8。2ん。

2 

illl 7 21. 6 4.1 BC 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。内面 No 4。切。

1 は屈滅により調賂不明瞭。

甕 8 (19. 5) (5. 9) BCDF 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り 、内面 No. 3。口縁部 1ん。

3 は箆ナデ。

他 9 (18. 0) (12. 2) ABCF 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り 、内而 No. 2。1/2o

2 は箆ナデ。

2号住居跡（第64• 65図）

4 J • 5 J区を中心に位置する。住居中央部をガス管により破壊されているが、ほぽ全体が検出

された。 5.08m x 4. 83mの方形プランを呈し、・床面までの深さは、南壁部で54cmを測る。主軸方

位はN-61°―Eを指す。

床面は全体的に軟かく、住居面積の大半を占める大きな楕円形の土濃尋が床面下に検出された。こ

れは、 5.3mx2.8m、床面からの深さ 40~60cmを測り、焼土と炭化粒子混じりの褐色粘土層で充

填されていた。 また、カマ ド左側の土猥は、壁を扶り込んで掘られている。
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住居跡土層

一＇． 1.碑色土 ローム粒少塁含

2.茶掲色土 ローム粒やや多く含む

3.褐色土 ローム、焼土、炭化粒を含み粘伐

4.褐色土 3に顆似、焼土やや多く含む

" 5.暗褐色土 ローム、焼土、炭化粒含、やや粘質

6.謁色土 5層に類似、焼土少ない

7.暗黄褐色土 ローム多社に含む

8.掲色土 焼土多蓋に含む

9.暗褐色土 8層に類似

10.暗黄褐色土やや粘竹、ローム粒子含む

］］．茶掲色土

12.暗黄褐色土 ローム粒、焼土含む

13.暗茶褐色土 ローム、炭化粒、焼土含む

14.暗茶椙色土

15.褐色土 やや粘性あり

16.暗黄褐色土 ローム粒含む

A.暗茶褐色土粘質、口＿ム粒（多）、焼土

8.暗賀褐色土粘性（強）、ローム（多）、焼土

C.暗福色土 ローム粒（少）、焼土粒（少）

カマド土層

］． 暗褐色土 ローム粒子、プロック含

2.褐色土 焼土プロック含み粘性強い

3.明褐色土 焼土化している部分あり、粘質土

4.掲色土 3層類似、黒色上混る

5.黒褐色土 ローム粒含む

6.褐色土 ローム、焼土含む

7.暗掲色土 ロームプロック、黒色土含む

8.黄掲色土 ローム主体に焼土混る

9.掲色土 粘質土、焼土微昼含む

10.黄福色士． 粘質土、ローム含む

］］．黄福色土 10屑類似、多塁のローム含む

12.暗掲色土
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カマドは、東壁の中央より値かに右寄りの位懺に設けられる。壁外への掘り込みは、約60cmと比

較的浅い。燃焼部は長方形に掘り凹め、煙道部の立ち上がり角度は急で垂直に近い。その他、柱穴

や壁溝等の施設は確認されなかった。

出土遺物は、土師器杯・ 甕・甑、須恵器杯・蓋．盤・高杯 ・甕 ．瓶など多醤に検出された。これ

らの土器群は、床面や床下土凛、一次堆積土からの出土は少なく、その殆どが覆土より検出された

もので、 上層から下層まで万遍なく 出土している。その乎面分布をみると、北東壁と南西壁コーナ

ーを結ぶ対角線上に多く分布する傾向にあり、かなり離れた位置のものが接合する例もある。 他に

鉄滓2610g、靴羽口片960g、被熱した砂岩1670gと貝巣穴泥岩100gが土器群に混じり出土した。

＼ 

•38 詈・

゜
2m 

第65図 2号住居跡出土遺物分布図
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2号住居跡出土遺物（第66~68図）

」
弓に 大きさ (cm)

器種番 胎
口径 1底径 1器高

土 焼色調成 手 法 0) 特 徴 出土位置・残存率

士師坪 1 (9. 8) (2. 8) BCDEF 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 覆士。凶。 ， 
2 

好 2 10. 6 3 .. 3 ABCD 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 N~312。い。

2 はナデ。

坪 3 (lo. 5) 3. 0 ABD 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 覆土。切。

1 はナデ。

坪 4 1 0. 9 3.5 ABCDE 茶褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 Nn235。完存。

2 ナデ。

坪 5 (3. 7) (2. 8) ABC 赤褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 匝土。凶。

1 ナデにより平滑。

坪 6 10. 1 3. 0 BCF 赤褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~216。完存。

1 

坪 7 11. 2 3. o BCD 橙褐色 口緑部横ナデ。体部外面下半のみ箆削 N~87。 2ん。

2 り。上半は指頭痕を残し末調整。

坪 8 (10. 5) 3. 0 BCF 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 覆土。％。

1 

坪 9 11. 2 3.1 BCDF 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~315。 ほぽ完。
1 

坪 10 11. 8 3.5 B 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 覆土。ほぽ完。

1 

坪 11 11 8 3. 3 BCDEF 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 N~269。 完存。
1 はナデ。

杯 12 9. 6 2. 7 BCDF 橙褐色 ロ緑綿横ナデ。体部外面箆削り。 覆土。1年

1 

坪 13 9.5 3. 2 BEF 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~182 。 ’I5o

1 

坪 14 9. 8 3. I BCDF 褐 色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 No.272,ほぽ完。

1 は未調整。

坪 15 11. 2 3. 9 BCDF 褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~ 6。切o
1 

坪 16 10. 5 3. 4 BCF 橙褐色 口緑部横ナデ。体部外面箆削り。 N.314。ほぽ完。

1 

坪 17 10.3 3. 2 BCDF 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 覆土。 2ん。

1 は箆ナデ。

坪 18 10. 8 3. 3 BCF 褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N.263。惰。

1 

坪 19 10. 5 3.5 BCEF 赤褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~63。完存。

1 

坪 20 10 6 3. 2 BCDF 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N.62。沼。

1 

坪 21 10. 2 3. 6 ABCDE 橙褐色 ロ緑部横ナデ。体部外面箆削り、上位 覆士。口縁部＇ん。体部切，

2 は未調整、内面箆ナデの後ナデ。

坪 22 12. 7 4. 8 BCF 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 I N,285, 1ん。
1 

坪 23 12.8 4. 3 ABCE 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 N~223。 3ん。

2 は横ナデの後、箆ナデ。

坪 24 12. 5 5. 5 BC 橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~l 73, 193, 212。。ほぼ完。
1 

坪 25 (13. 6) (4. 5) BC・ 砂粒 褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。 覆土。 l/3o

1 

坪 26 13. 5 4. 4 BC 茶褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 N~215。 '/so

1 は未調整。
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大きさ (cm)

器稲番号口径 1底径 1器高 胎

色調

土 手 法 の特徴 出土位 置 ・残存率
焼成

坪 I27 IC14. o) (4. 5)IB CF 

2

7

 

．

．
 

4

3

 

1

1

 

8

9

 

2

2

 

坪

坪

坪 I30 I 15. 5 

坪 I31 (18.8) 

甑 32I 1s. 7 

皿 I33 1(23. 3) 

小型壺I34 | (8. 0) 

小型壺I35 

小型壺I36 I 11. s 

壺 I37 109. 2) 

壺 38109. 3) 

壺 39I 21. 6 

壺 I40 1c21. s) 

甕 I41 1c21. o) 

甕 421(21. 8) 

1 

(6. 5) ABCF 褐色

2 

(8. 3) ABCDEF 褐色

2 

(10. 9)1A BCD E I茶褐色
3 

(8. 6)1A BCD E F 淡褐色

1 

(16. 7) ABCD•砂粒 茶褐色

1 

(5.1) ABC D F 黒褐色

甕 I43 1c22. 6) 

甕 I44 1c20. s) 

甕 I45 |(19.8) 

甕 I46 1 23_ o 

甕 I47 1c21. 7) 

甕 148120.9

甕 I49 I 22. 7 

甑 Iso IC24. 7) 

小型甕I51 104. 7) 

小型壺 52I 12. 2 

1 

4. 9 IE CF I橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 !Nu215,217. 218。。ほぽ完。

1 は未調幣。

4. 7 IE CD I褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 Nu292。3ん。

3 は指頭痕を残し、未調挫。

6. 7 IE C •砂粒 I橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 Nu221。1/2o

1 は一部未調整。内面磨滅により不明瞭。

(7.3)IAB CF I茶褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、上位 Nu75。出。

1 は一部未調賂。

8. 7 IA BCD E I茶褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 Nn113。完存、内面に煤付

1 はナデ。孔部周辺箆削 り。 箔。

(2.S)IBCDE I橙褐色 口縁部横ナデ。体部外面箆削り。内面 覆土。 II1,。器肉褐色。

2 は邸減により不明瞭。

(3.9)1BCDG I橙褐色 口緑部横ナデ。体部外面箆削り。内面 順土。惰。

(5.S)IABDE 

褐 色 I口縁部横ナデ。体部外而箆削り。

1 は箆ナデ。

橙褐色 胴部外面箆削り、内面ナデ。

はナデ。

ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り。

N。.238,1ん。

N~l31. 237底部完。
1 

12.4 IAB DE箪密。1褐 色 I口縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 Nn64、85、88。口縁部ほぽ

は箆ナデ及びナデ。 完。胴部伍。

ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 Nnl09。口縁部1ん。

Nn266。口縁部椿。

口縁部横ナデ。胴部外面箆削り 、内面此245。口縁部岳。

は箆ナデ。

ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面凡287。口縁部1ん。

ぱ箆ナデ。

ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 1氏284。惰。

は箆ナデ。

口縁部横ナデ。胴部外面箆削り。内面 限土。口緑部伍。

3 に指頭痕有り。

(6.5),ABCDF, 乳茶褐色 口縁部横ナテ玉胴部箆削り、内面ナテ•。 |N,219。口縁部凶。
常に粗い。 2 口縁部外面の一部に接合痕を残す。

(6.S)[AB C DEF 褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 INa243。口縁部％。

2 箆ナデ。

(5. 9)1 B （多） ACD1淡褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削り。

F 3 

(6. 7) ABCDEF 淡褐色

1 

(8. 2) ABCDEF 茶褐色

2 

(8. 2) ABCD 橙褐色

1 

(28. 0) ABCD 褐色

2 

(9. 3) ABCDF  橙褐色

2 

(5. 3) ABCD 茶褐色

2 

(4. 4) ABCF 茶褐色

2 

1/3o 

口縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 IM46。口縁部伍。

箆ナデ。

ロ縁部横ナデ。胴部箆削り、内面箆ナ |N~229。口縁部凶。

デ。

口縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 I カマドN~1。口縁部ほぽ

箆ナデ。 完。

口縁部横ナデ。胴部外面箆削り、上位 N~175 。 2ん。

は未調整。内面は箆ナデ。

ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面芯236。口縁部凶。

はナデ。口縁部外面に箆キズ有り。

ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り、内面 INo.316。口縁部リ80

箆ナデ。

口縁部横ナデ。胴部外面箆削り。

N,203, カマド内。口縁部

N~95。口縁部囚。

甑 I53 IC24. 4)1孔径 34. 7 IA BCD E • 2 褐色 口縁部横ナデ。胴部外面箆削り。内面No.172。口縁部辺。胴部ほ

9.9 mm大小石（多） 1 !丁寧なナデ。孔端部箆削り。 1ぽ完。

- 94 -



今井G

三 1ロ
ニ 54こ :2

こ 55ミ ニ
ニ 56こ 64

、三／ 57.ロニ5 ~v 53 

こ 58ニ 66ロ―-三三享

こ 59ニfiTロニー ロ、70

三OO ロニ68＼＿ ニニ□三ニー~n
べf〉1

こ竺言三羞 61

Jll 
73 

I - - --I75  

72 三□74
三二□ニ_-I.

n ロ
I
 

ロ
ヵ

゜
10cm 

第68図 2号住居跡出土遺物 （3) 

- 95 -



今井G

大きさ (cm)
土 焼色成調 出迂 位置 ・残存率器種番号 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 l底径 1器高

須恵蓋 54 10.8 2.6 ADE 灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 No.80。%。 接地面はかえ

2 り部。

蓋 55 9. 4 1. 5 DE。砂粒・小 青灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。接地 N~226. 302。2ん。
礫多し。 1 面はかえり部。

蓋 56 (8.8) 2. 6 DE。砂粒 ・小 黒灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 No.106。口縁部％。

礫多し。 1 

蓋 57 (10. 0) 2.5 DEF ， 黒灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 N~23 1 。 1/3o

2 

蓋 58 (10. 4) 2. 0 D •白色粒子 暗灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。接地 N~35, 127。口縁部切。

（多） E 2 面は口縁部。

蓋 59 (10. 0) 3. 4 DE • 砂粒子 黒灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り、接地 No.48、%。

1 面は口縁部。

蓋 60 11. 0 (1. 8) DE 黒灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。接地 N~50、 70 、 99。 4ん。 つま

1 面は口縁部。 み欠失。

蓋 61 10.1 (2. 0) D （多） E 灰色 ロクロナデ。天井部回転箆削り。 Na.32。口縁部％。 つまみ

2 欠失。

蓋 62 (8.8) 2. 7 D （多） E 黒灰色 ロク ロナデ。天井部外面回転箆削り。 N,.161。lん。

2 

坪 63 (11.2) 3.1 EF 灰褐色 丁寧なロクロナデ。底部外面中央、回 N~247。 lん。

1 転箆削り。

坪 64 9.6 7. 4 4. 2 DEF 灰色 ロクロナデ。底部外面回転唇起こし後 N~20。 2/so ロクロ右回り。

1 ナデ。

坪 65 (9. 8) (8. 5) 2. 9 BDE 灰色 ロクロナデ。底部外面回転箆起こし後 N.249。l/5

1 底部周辺～体部外面下端を回転箆削り。

坪 66 9. 7 7. 0 3.5 E 灰色 ロクロナデ。底部外面回転箆起こし後 No.317。ほぽ完。ロクロ右

1 ナデ。 回り。

坪 67 9.1 6. 5 3.4 E 黒灰色 ロクロナデ。体部外面下端、底部外面 覆土。 1ん。ロクロ右回り。

2 回転箆削り。

坪 68 (8. 9) (6. 2) (3.3) DE 黒灰色 ロクロナデo 底部外面回転箆起こし。 No.17。切。 ロクロ右回り。

2 

盤 69 (31. 0) (28. 4) (2. 8) E （多） D 黒褐色 ロクロナデ。底部外面回転箆削り。ロ N~294。 I;,。器面は気泡泡

1 縁内内面上方に弱い凹線がめぐる。 がみられる。

盤 70 (26. 4) (25. 3) (3.1) DEF 灰色 ロクロナデ。底部外面回転箆削り。 No.232。lん。

1 

盤 71 (29. 2) :26. 6) (3. 8) DE 灰色 ロクロナデ。底部外面回転箆削り。ロ N~51 。 1/,0

1 唇端部はやや朋滅している。

長頸瓶 72 肩部 5.2, (7.1) DE・ 黒色粒子 灰色 ロクロナデ。胴部下半～底部回転箆削 N~277。胴部¼o 底部完。

22. 9 1 り。肩部外面、胴部内面下端自然釉。

裔坪 73 10. 8 (6. 7) DE 黒灰色 ロクロナデ。脚部四方に線状のスカジ N~2 17。脚部ほぽ完。

1 をもつ。

高杯 74 (13. 5) (5. 6) DE・黒色粒子 灰色 ロクロナデ、四角形様のスカジをもつ。 No.142。%。

2 

椀 75 (19. 8) (15. 2) (7.1) DE 黒灰色 ロクロナデ。底部外面回転箆削り。 N.259。11ん。

1 

大型甕 76 (35. 8) - (7. 6) DE。砂粒・小 青灰色 ロクロナデ。 N~ 9。l/60
疎多し。 1 

翻羽口 77 残長 幅 厚さ B（少）C・2mm 褐色 外面ナデ。スサ状の梱物圧痕あり。内 N~228, 1ん。外面片側黒灰
(8. 2) 7.2 2.1 小石スサ状植物 3 面はナデ、横方向の箆キズあり。 色で表面気泡多数。
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3号住居跡 （第70• 71図）

調査区西端の19a • 20 a区中心に位置する。住居

の約半分は調査区域外にかかり全体の規模は不明だ

が、北壁3.82m、東壁3.58mが残存する。形態は方

形プランを呈するものと推定され、主軸方位はN-

70―Wを示す。壁高は北壁で30cmを測る。床面は
平坦で堅い。

こ
゜

10cm 

第69図 3号住居跡出土造物

カマドは北壁に付設され、煙道は壁外に 1.lm程延びる。またカマド右側のコーナー付近には、

55cmx66cm、深さ26cmの円形を呈する貯蔵穴が検出された。出土遺物は極めて少ない。

土師杯。推定口径14.0

3号住居跡出土遺物（第69図）

器高4.0cmを測る。 丸底の底部から体部立ち上がり口縁部やや内湾する。

体部外面ヘラケズリ、

普通。％残存。

ロ縁部横ナデを施す。胎土はABCFを含み緻密。色調は褐色を呈す、焼成

4
¥
 

`
g
|
 

1.暗灰掲色土

2.暗茶掲色土

3.暗黄褐色土

4.暗茶褐色土

5.暗灰掲色土

6.暗灰掲色土

7.暗茶褐色土

ローム粒（少入砂牲強い

ローム粒（多）、焼土粒（少）、粘質

ローム粒子、プロック（多）、焼土（少） crl 
ローム粒（多）、焼土（少） ． 

ローム粒（少）

ローム粒（多）、粘質

焼土（多）、炭化粒子（少）、きめ粗い

E

0

6

-U 

rヽ

A..J.2.BOm --A' 

2m 

第70図 3号住居跡
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且 1.暗褐色土 ローム粒、焼土（多）

2.焼土

3.暗褐色土 粘土粒（多）、焼土粒（少）

4.黄褐色土 粘質土、焼土粒（少）

5.焼土 粘土粒（多）

6.焼土 粘土粒（少）

7.暗褐色土 粘土粒、焼土粒含む

8.暗茶褐色土粘土粒（多）、焼土粒（多）

9.黒掲色土 粘土粒（少）

10.黄褐色粘質土 焼土粒（少）

］］．暗掲色土 粘土粒（多）

第71図 3号住居跡カマド

4号住居跡（第72• 73図）

15D区を中心に位懺する。調査区域外にかかり、住居のおよそ半分程が検出されたが、カマド右

側のコーナ一部分は、 3号粘土採掘渡により破壊されている。

規模は北壁5.2m、東壁は4.46+am、深さ45cmを測り、平面形態は方形を呈するもの と推定さ

れる。床面は平坦で堅い。また、カマド前面の調査区域外にかかる箇所に、土渡状の落ち込みが確

認されたが、住居跡に伴うものではない。主軸方位は、 N-72°-Eを示す。

カマドは東壁に設置され、煙道は壁外に 70cm程掘り込まれる。カマド右袖内より土師器甕．杯

が各 1点検出された。甕は壁に寄りかかる様な状況を呈し、袖部の補強に使用されたものと考えら

れる。その他、カマド右横に貯蔵穴（深さ30cm)が、また北壁から東壁にかけては壁溝が検 出 さ

れた。主柱穴は2本、北壁に沿った位置に穿たれている。 出土土器のうち 1・2・4・6・8は床

直で、 3 • 5は床面より若千高い位置から出土した。

- 98 -



今井G

函
| I 

---ミヽ仏→入一
芽口

＼い汎〗 □と

・~

史ヽ 上も
燐

る虐

？〇）品

9レ／

＼ 
／／  

c 
／ 

l 
9 9 • • • • 

A’ 

2m 

第72図 4号住居跡

4号住居跡出土遺物（第74図）

I 大きさ (cm)器種番号 口径 l底径 1器高 胎 土：
手 法 の 特 徴 出土 位置・残存率

土師坪 1 10. 0 2. 9 ABC 褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。 No. 6。l/2o

2 

坪 2 10. 1 3.0 ABC 褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。外面 Nn14。ほぽ完。

2 ロ縁～体部の境に浅い沈線がめぐる。

坪 3 10. 7 4. 6 BC• 砂粒子 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。内面 Na11。完存。

2 は磨滅により不明瞭。

坪 4 11. 0 3. 9 ABCF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。上位 N~ 4。完存。

2 は末調墜。内面は麿滅により不明瞭。

坪 5 10. 5 3, 3 BC 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~l2。ほぽ完。

2 

坪 6 10. 7 4. 0 BCDE 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。 内面 N~ 7。完存。

2 は暦滅により不明瞭。

好 7 10. 9 3. 9 ABCF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削 り。 内面 覆土。完存。

2 は磨滅により不明瞭。
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喜 ］． 暗褐色土

2.煎褐色土 粘質土、焼土粒子多絨に含む

3.黒褐色土 炭化粒子、焼土粒子、灰含む

4.暗黄褐色土粘質土、焼土含む

5.暗焚褐色土 焼土プロック、粒子を多盤に含む

6.暗黄褐色土 ローム、焼土粒子含む

7.黄瞑色土 粘質土、焼土炭化物粒子含む

8.黄掲色土 砂質粘土、焼土粒孔炭化物粒子含む

9,暗赤掲色土 粘質土に多婦の焼土が混在する

10.痰褐色土 砂質枯土

第73図 4号住居跡カマド

方I 大きさ (cm)
士 焼色調成 出土位置・残存率器種番 胎 手 法 の 特 徴

ロ径 I底径 1器高

土師坪 8 13. 1 4, 2 BCD。砂粒子 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。上位 カマドN~2。完存。

多し。 2 は未調賂。内面は麿滅I'こより不明瞭。

甕 ， 20. 3 (5. 0) 36. 3 ABCDE。砂 橙褐色 ロ縁部横ナデ。底部外面、胴部外面箆 カマド右袖内N~ 1。ほぽ完。

粒多し。 3 削り。内面箆ナデ。

斐 10 (19. 9) (9. 8) ABCDEF 褐色 ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り 。内面 N. 1。口縁部辺。 口縁部

2 は箆ナデ。 外面に綸積み痕残る。

壺 11 19. 5 (6. 4) ABCDF 茶褐色 ロ縁部横ナデ。胴部外面箆削り。 口縁 N.10。口縁部ほぽ完。

1 部との境は指ナデ。

須恵蓋 12 (1. 7) ABD 灰褐色 ロクロナデ。 天井部回転箆削りの後、 覆土。凶。

3 つまみ貼付けに伴うロクロナデ。

蓋 13 (10. 3) (2. 9) AD  灰色 内面ロクロナデ。外面は遺存状態悪く 覆士。 1ん。

2 調乾痕不明瞭。

椀 14 (15. 0) (7. 4) (5. 0) E •砂粒子 白灰色 体部内外面クロナデ。体部外面下端、 覆土。 凶。

1 底部外面回転箆削り。

坪 15 6. 0 (2. 3) AD  黒灰色 ロクロナデ。底部外面一定方向の手持 覆土。底部辺。
， 

2 ち箆削り及びヘラ状工具によるナデ。

-100-



今井G

一三

｀ 
三ロロ
口 □□□□三

こ
三ーロニロ 11

~12 

ロ
13 

ゞ 15

゜
10cm 

第74図 4号住居跡出土遺物

5号住居跡（第75~77図）

3 L ・ 4 L区を中心に位置し、 1• 2号住居跡に近接する。調査区域外にかかるため、全体の2ん

程が検出された。 4.9 x 4. 32m (+ a)、深さ30cmの規模をもつ方形フ゜ランの住居跡と考えられる。

主軸方位はN-67°-Eを示す。床面はほぼ乎坦であるが、全体的に軟かい。

カマドは東壁やや南寄りの位置にあり、壁を約30cm掘り込んでつくられていた。カマド両袖に

は倒置された土師器甕（25• 26)が1個体づつ置かれていた。袖部の補強材と考えられる。また、

カマド右横から深さ13cmの浅い貯蔵穴が検出された。その他、柱穴 3本（深さ42~54cm)が伴う。

遺物は土師器杯・甕類、須恵器坪・蓋・盤・瓶などが多量に検出された。出土状況をみると、北

壁側に多く、中央に向かうにつれて減少する傾向が認められる。また垂直分布を観察すると、北壁

側の出土レベルが高く、南に行くに従い低くなる状況が窺われ、住居北側から投げ込まれたような

惑を抱かせる。その他の遺物として、鉄器・鉄滓885g、鞠羽口 2片（225g)がある。
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1.暗褐色土 ローム粒（多）、炭化粒含む

2.暗掲色土 ローム粒、プロック多く含む

3.暗掲色土 粘質土灰化粒含む 周
4．暗茶掲色土 ローム粒（多）、粘質土、炭化粒含む 乱
5.暗褐色土 ローム粒（多）、粘質土、炭化粒含む

6.暗茶褐色土 ローム粒、プロック多く含む

7.灰褐色土 灰色粘土主体、ローム粒子少磁混入

8.灰掲色土 ローム粒少錨含む

9.暗褐色土 粘質土、炭化粒含む

一'

゜
2m 

第75図 5号住居跡

5号住居跡出土遺物（第78• 79図）

I 大きさ (cm) 土 焼色調成 出土位置・残存率器稲番号 胎 手 法 の 特 徴
ロ径I底径i器高

土師坪 1 (10, 0) (2. 2) BCEF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。 Na.17。'I,。
1 

坪 2 9. 7 2. 5 ABDF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。 No. 54。口縁部辺。体部

1 3ん。

坪 3 (10. 1) (3. 3) BCDE 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。上位 匹土。 1/5

1 は未調整。

坪 4 (9. 7) 2. 8 BCDEF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 N~56。口縁部1ん。

2 はナデ。

坪 5 10. 6 2. 9 BCDEF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。内面 Nn29。覆土。 4ん。

2 はナデ。踏滅している。

坪 6 (10. 0) 3. 2 BDEF 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。 N~l26。口縁部1A。

1 
坪 7 10. 0 3, 2 ABC 橙褐色 ロ縁部横ナデ。体部外面箆削り。 カマド、ほぽ完。

2 
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第76図

1.暗掲色土層 少益の焼土粒子、ローム粒子を含む、ややきめ粗い

2.黄褐色砂質枯土附 少屈の焼土粒子を含む

3.暗赤褐色焼土層 焼土を主体とし粘土粒子も少謎含む

4.暗灰掲色灰陪 多誠の焼土粒子を含む

5.暗褐色土層 少最の焼土粒子、ローム粒子を含む

6.黄褐色粘土屑 焼土多屈に混在

7.黄掲色粘土屑 非常にかたくしまっている

8.掲色土層 粘土粒子、焼土粒子を含み、しまり強い

゜
1m 

5号住居跡カマド

大きさ (cm)

器種番号 I I胎
口径 1底径器高

色調
土
焼成
手法の 特 徽 出土位置・残存率

土師坪Is 

坪 I9 

坪 I15 

10. 1 

10. 0 

坪 I10 1c11. 5) 

坪 I11 102. 1) 4.1 IABCF 

坪 112I 10. 7 

坪 I13 I 12. 2 

坪 I14 103. O) 

3. 4 IB CF 

3. 4 IB CD E F 

3. 7 IB CD E F 

3.6 IB CD E F 

4.llBCE 

(4.l)IBDEF 

14. 0 

坪 I16 I 12. s 

3.8 IBCDEF 

4.6 IB CD E F 

橙褐色

2 

橙褐色

2 

褐色

2 

茶褐色

1 

橙褐色

1 

橙褐色

2 

橙褐色

3 

橙褐色

2 

橙褐色

2 

口縁部横ナデ。体部外面箆削り、内面 IN~140 。 4ん。

はナデ。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。内面 INn8。完存。

は磨滅により調整痕不明瞭。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。上位 1Nn28。1ん。

一部削り残し有り。内面踏滅の為不詳。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。上位 1応58。1ん。

一部削り残し有り。

口縁部横ナデ。体部外面指押えの後、

箆削り。 上位は未調整。内面はナデ。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。

貯穴N~ 1。完存。

No.105, 108。ほぽ完。

N~l33, 150。口緑部 1ん。

器表面やや荒れている。

譴部横ナデ、体部外面箆削り。内面 |N~84。 口縁部 1ん。
は磨滅により調整痕不明瞭。

口縁部横ナデ。体部外面箆削り。内面 IN~l34。口縁部町8 o 

はナデ。
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